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題字：「共に生きる」の書が福島大学へ

　「愛にはじまる」や「天使の正体」の著者として知られ、ダウン症の書家である
金澤翔子さんが福島県の被災地の方々への一助にしたいと筆をとった「共に生きる」
の書が、縁あって福島大学に寄贈されました。
　復興に懸ける福島県民をはじめ大学関係者への励ましやエールになればという
思いを込めて揮毫していただいた作品です。「みんなが一緒に頑張れるように」
との翔子さんの意向が込められています。多くのみなさんに見てもらえるよう、
共通講義棟（Ｓ棟）の入口に掲出させていただきました。

「いつもみなさんのことを思っています。」
書によせて　─金澤 翔子・泰子─

　2011 年 3 月の震災直後、まだ余震が続く不安な毎日の中で、テレビのニュースに、
冷たい雪がしんしんと降り積もる被災地が映し出されていました。翔子はそれを
見て「地震を止めて！」「雪を止めて！」とお願いの電話をかけようとしました…
どこにかけるとも、わからないのに。そして、「私が助けてあげるから！」とテレビ
に映るその場所へ本気で出かけようとしました…どこに行けばいいかも、わから
ないのに。ただ、ひたすらに、まっすぐに、被災地の皆さんのことを思っていました。
　すぐに側には行けないけれど、せめて想いだけでも、寄り添っていることを
伝えたい…。そんな気持ちを込めて書き上げたのが「共に生きる」です。翔子や
私たちの想いが、少しでも皆さまに届くことを祈っています。



うつくしまふくしま未来支援センター長対談　　2020年1月21日　双葉町役場いわき事務所にて
うつくしまふくしま未来支援センター員名簿

令和 2年 1月 31日作成

所　属　・　職　名 氏　名

センター長 人間発達文化学類教授 初 澤 　 敏 生

副センター長・地域復興支援部門長 行政政策学類教授 菊 地 　 芳 朗

センター長アドバイザー 客員教授 山 川 　 充 夫

企画・コーディネート部門

部門長・共生システム理工学類教授 山 口 　 克 彦

副部門長・行政政策学類教授 坂 本 　 　 恵

相双地域支援サテライト長・特任教授 仲 井 　 康 通

事業コーディネーター 葛 西 　 裕 美

食農学類支援室長 山 崎 　 　 裕

共生システム理工学類特任教授 河 津 　 賢 澄

こども支援部門

部門長・人間発達文化学類特任教授 森 　 　 知 高

副部門長・人間発達文化学類准教授 保 木 井　 哲 史

特任教授 本 多 　 　 環

特任研究員 関 根 　 文 恵

客員研究員 須 佐 　 朋 恵

地域復興支援部門

副部門長・経済経営学類准教授 吉 田 　 　 樹

特任教授 天 野 　 和 彦

特任教授 柳 沼 　 賢 治

特任助教 深 谷 　 直 弘

特任専門員 桑 折 　 美 雪

特任専門員 梅 津 　 彩 音

特任専門員 根 本 　 美 佳

人間発達文化学類准教授 小 松 　 賢 司

行政政策学類教授 鈴 木 　 典 夫

行政政策学類教授 阿 部 　 浩 一

行政政策学類准教授 清 水 　 晶 紀

行政政策学類准教授 徳 竹 　 　 剛

共生システム理工学類教授 黒 沢 　 高 秀

共生システム理工学類教授 佐 藤 　 理 夫

共生システム理工学類准教授 川 﨑 　 興 太

食農学類研究員 北 村 　 育 美

客員教授 間 野 　 　 博

客員教授 三 村 　 　 悟

客員教授 佐 藤 　 彰 彦

客員教授 藤 本 　 典 嗣

客員准教授 髙 木 　 　 亨

客員准教授 瀬 戸 　 真 之

客員研究員 堀 川 　 直 子

客員研究員 大 平 　 佳 男

客員研究員 斎 藤 　 喜 章

客員研究員（さすけなぶる） 稲 垣 　 文 彦

客員研究員（さすけなぶる） 大 槻 　 知 史

客員研究員（さすけなぶる） 定 池 　 祐 季

客員研究員（さすけなぶる） 原 田 　 慎

客員研究員（さすけなぶる） 三 澤 　 寿 美

客員研究員（さすけなぶる） 三 平 　 洵

客員研究員（さすけなぶる） 吉 田　 ま り 子

客員研究員（さすけなぶる） 李 　 　 仁 鉄

相双地域支援サテライト

特任専門員（企画・連携担当） 山 田 　 敦 代

特任専門員（楢葉本所） 島 崎 　 延 雄

特任専門員（楢葉本所） 三 枝 　 和 代

特任専門員（楢葉本所） 谷 　 　 信 孝

特任専門員（楢葉本所） 坂 地　 麻 美 子

特任専門員（楢葉本所） 大 島　 遊 亀 慶

特任専門員（楢葉本所） 黒 田 　 夏 貴

特任専門員（川内分室） 岡 田 　 和 男

特任専門員（南相馬分室） 西 　 　 康 一

特任専門員（南相馬分室） 佐 藤 　 倫 子

事務 （地域連携課）

課長 渡 辺 　 能 仁

副課長 渡 邉 　 弘 利

センター員 丹 治　 留 実 子

C　O　N　T　E　N　T　S

対談

「まちが生まれ変わる復興」への
　　　　　　取り組みに大きな期待
うつくしまふくしま未来支援センター長　

初澤 敏生 　　　
双葉町長　伊澤 史朗　　　

うつくしまふくしま未来支援センターの紹介

うつくしまふくしま未来支援センターの１年のうごき
 
ふるさとの復興・再生へ
ＦＵＲＥだからできることをこれからも
うつくしまふくしま未来支援センター　
副センター長（兼 地域復興支援部門長）

菊地 芳朗（行政政策学類教授）

企画・コーディネート部門
相双地域支援サテライト長　

仲井 康通（特任教授）

こども支援部門
こども支援部門長　森 　知高（人間発達文化学類特任教授）

こども支援部門　　本多 　環（特任教授）

こども支援部門　　関根 文恵（特任研究員）

地域復興支援部門
地域復興支援部門 副部門長

吉田　 樹（経済経営学類准教授）

地域復興支援部門（アーカイブズチーム）
地域復興支援部門　柳沼 賢治（特任教授）

地域復興支援部門　深谷 直弘（特任助教）

トピックス

うつくしまふくしま未来支援センター員名簿

03

08

10

12

14

16

18

20

22

23

FURE
うつくしまふくしま未来支援センター

VOL.9

震災・原発事故から９年目を迎えて

　東日本大震災と福島第一原発事故から丸９年が過ぎま
したが、今も約４万１千人の福島県民が県内外で避難生
活を余儀なくされています。
　双葉郡を中心とした被災地域では、昨年４月10日に、
福島第一原発の立地する大熊町の一部で避難指示が解
除され、双葉町についても、３月４日に一部区域の避難
指示が解除されるなど、着実に復興の歩みは進んでい
ます。しかし、すでに避難解除された自治体においても、
住民の帰還は思うように進まず、避難市町村の帰還率
が全体で約 28％にとどまっています。また、帰還した住
民は高齢者が多く、若者が少ないという共通の傾向が見
られ、コミュニティの再生が非常に大きな課題となってい
ます。
　こうした状況の中で、福島大学の「うつくしまふくしま
未来支援センター（FURE）」の支援活動は、被災地の復
旧・復興に大きく貢献してきました。農・環境復興支援
部門での営農再開の支援、農産物等の風評被害対策へ
の取り組み、地域復興支援部門での被災自治体の復興
計画・街づくり計画の策定、被災歴史資料のレスキュー
とアーカイブ活動、こども支援部門での子どものダメージ
の克服と自立への支援等が行われ、さらに「相双地域
支援サテライト」では支援員を増員し、支援活動を拡充
してきました。なお、農・環境復興支援部門の機能は、
2019 年４月に設置した食農学類に引き継がれ、食と農
の復興に取り組んでおります。
　東日本大震災と福島第一原発事故からいよいよ10 年
目に入ります。福島大学は、これまで FUREが行ってき
た活動によって得られた支援知を共有し、熊本や北海道
の大地震、西日本豪雨災害、そして令和元年台風 19 号
災害でも行ったような、被災者・被災地域に寄り添った
支援活動を進めるとともに、その支援知を様々な形で地
域の皆様に還元し、尽力してまいります。

2020年３月  
福島大学長  中井 勝己
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1958年生まれ。麻布獣医科大学獣医学部を卒業後、
1980年双葉町で伊澤家畜医院に勤務し、1989年イザワ
動物病院を開院。2003年双葉町議会議員となり、2011年
には双葉町議会副議長、2013年より現職。双葉町の
復興のけん引役としてリーダーシップを発揮している。
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東日本大震災から9年、双葉町では今年の3月４日に
一部の区域で避難指示解除がなされます。これまでの
まちの歩みを振り返りながら、今後どのように復興を
進めていくのか、双葉町長の伊澤史朗氏とFUREの
センター長・初澤敏生が語り合いました。
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震災・原発事故から９年目を迎えて

　東日本大震災と福島第一原発事故から丸９年が過ぎま
したが、今も約４万１千人の福島県民が県内外で避難生
活を余儀なくされています。
　双葉郡を中心とした被災地域では、昨年４月10日に、
福島第一原発の立地する大熊町の一部で避難指示が解
除され、双葉町についても、３月４日に一部区域の避難
指示が解除されるなど、着実に復興の歩みは進んでい
ます。しかし、すでに避難解除された自治体においても、
住民の帰還は思うように進まず、避難市町村の帰還率
が全体で約 28％にとどまっています。また、帰還した住
民は高齢者が多く、若者が少ないという共通の傾向が見
られ、コミュニティの再生が非常に大きな課題となってい
ます。
　こうした状況の中で、福島大学の「うつくしまふくしま
未来支援センター（FURE）」の支援活動は、被災地の復
旧・復興に大きく貢献してきました。農・環境復興支援
部門での営農再開の支援、農産物等の風評被害対策へ
の取り組み、地域復興支援部門での被災自治体の復興
計画・街づくり計画の策定、被災歴史資料のレスキュー
とアーカイブ活動、こども支援部門での子どものダメージ
の克服と自立への支援等が行われ、さらに「相双地域
支援サテライト」では支援員を増員し、支援活動を拡充
してきました。なお、農・環境復興支援部門の機能は、
2019 年４月に設置した食農学類に引き継がれ、食と農
の復興に取り組んでおります。
　東日本大震災と福島第一原発事故からいよいよ10 年
目に入ります。福島大学は、これまで FUREが行ってき
た活動によって得られた支援知を共有し、熊本や北海道
の大地震、西日本豪雨災害、そして令和元年台風 19 号
災害でも行ったような、被災者・被災地域に寄り添った
支援活動を進めるとともに、その支援知を様々な形で地
域の皆様に還元し、尽力してまいります。

2020年３月  
福島大学長  中井 勝己
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継
続
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
在
り
方

初
澤　

県
外
に
避
難
さ
れ
て
い
る

方
々
は
、
何
を
求
め
て
い
ま
す
か
。

伊
澤　

当
初
は
、
大
多
数
の
人
が「
原

子
力
災
害
で
の
避
難
」と
い
う
認
識
は

な
か
っ
た
の
で
、
皆
さ
ん
ほ
と
ん
ど

何
も
持
た
ず
避
難
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
最
初
は
衣
食
住
の
心
配
が

一
番
で
し
た
。

初
澤　

そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
時
間
が

経
っ
て
く
る
と
、
必
要
な
も
の
が
変

わ
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
す
か
？

伊
澤　

私
が
町
長
に
就
任
し
た
の
は

２
０
１
３
年
３
月
。
そ
の
時
点
で
原

子
力
損
害
賠
償
の
本
賠
償
を
さ
れ
て

い
な
い
方
が
約
８
０
０
人
余
り
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
当
然
の
権
利
で
す
か

ら
、
早
く
請
求
す
る
よ
う
に
と
町
民

に
情
報
提
供
を
し
た
り
し
て
い
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
で
は
約
30

人
ま
で
減
っ
て
い
ま
す
。

初
澤　

大
変
ご
苦
労
さ
れ
て
き
た
の

で
す
ね
。
そ
れ
で
は
い
ま
現
在
、
町

の
方
か
ら
町
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
る

情
報
と
し
て
最
も
重
視
し
て
い
る
こ

と
は
何
で
す
か
？

伊
澤　

今
年
の
３
月
に
、
お
か
げ
さ

ま
で
双
葉
町
も
一
部
区
域
が
避
難
指

示
解
除
と
な
り
、
や
っ
と
復
興
の
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
た
思
い
で
す
。

さ
ら
に
は
２
０
２
２
年
に
は
特
定
復

興
再
生
拠
点
区
域
全
域
の
避
難
指
示

解
除
で
住
民
の
帰
還
を
始
め
る
よ
う

に
、
町
は
目
標
と
し
て
設
定
し
て
い

ま
す
か
ら
、
帰
還
に
対
す
る
情
報
を

町
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く

取
り
組
み
が
一
番
大
切
だ
と
思
っ
て

の
皆
さ
ん
は
ず
っ
と
大
変
な
苦
労
を

し
て
き
て
い
ま
す
か
ら
、
し
っ
か
り
と

判
断
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
情
報
提

供
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

初
澤　

町
民
の
皆
さ
ん
が
帰
っ
て
く

る
ま
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続

け
る
の
は
大
変
で
す
ね
。

伊
澤　

避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
の
生

活
再
建
支
援
や
各
種
支
援
策
は
、
当

然
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で

す
か
ら
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

初
澤　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
全
国

初
澤　

本
当
に
そ
の
通
り
で
す
ね
。

次
に
、
県
外
避
難
者
へ
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
は
今
後
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
か
、
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

伊
澤　

こ
れ
は
将
来
的
に
、
非
常
に

難
し
い
問
題
に
な
っ
て
い
く
か
と
思

い
ま
す
。
今
は
特
例
的
に
県
外
に
住

ん
で
い
て
も
双
葉
町
に
住
民
票
を
置

く
こ
と
は
可
能
で
す
が
、
町
の
避
難

指
示
解
除
に
伴
っ
て
住
民
帰
還
が
始

ま
る
と
、
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
住

民
票
の
問
題
は
判
断
を
迫
ら
れ
る
状

況
が
来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
民

い
ま
す
。

初
澤　

町
か
ら
の
情
報
伝
達
の
重
要

性
は
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
も
の
に
な

り
ま
す
ね
。

伊
澤　

そ
の
通
り
で
す
。
原
子
力
災

害
の
発
災
当
初
は
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
・

情
報
発
信
は
非
常
に
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
丸
９
年
を
迎
え
る
現
在
は
ほ

と
ん
ど
な
い
で
す
か
ら
、
私
た
ち
が

町
の
情
報
を
発
信
し
て
い
か
な
い
と
、

な
か
な
か
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
伝
わ

り
ま
せ
ん
。

初
澤　

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
発

信
し
て
い
ま
す
か
？

伊
澤　

町
で
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
も

利
用
し
て
動
画
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

海
外
に
向
け
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
配
信

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
し

て
、
昨
年
か
ら
海
外
向
け
の
動
画
も

配
信
し
て
い
ま
す
。

初
澤　

幅
広
い
情
報
発
信
を
し
て
い

る
の
で
す
ね
。

伊
澤　

し
っ
か
り
と
し
た
情
報
伝
達

は
大
切
で
す
が
、
特
に
風
評
に
関
し

て
は
報
道
す
る
人
た
ち
の
責
任
は
大

き
い
と
思
い
ま
す
。
情
報
の
と
ら
え

方
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
逆
に
復
興
の

状
況
が
こ
の
よ
う
に
進
ん
で
い
ま
す
、

と
い
う
こ
と
が
し
っ
か
り
と
伝
え
ら

れ
れ
ば
、
世
間
の
見
方
も
変
わ
っ
て

く
る
か
と
思
い
ま
す
。
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思
い
ま
す
。
震
災
か
ら
９
年
間
、
私

た
ち
は
全
国
10
数
カ
所
で
町
政
懇

談
会
を
開
き
、
県
内
に
お
い
て
も
同

懇
談
会
を
開
い
て
、
避
難
先
で
の
問

題
点
が
提
起
さ
れ
て
き
た
の
で
す
が
、

近
年
は
幸
い
ほ
と
ん
ど
問
題
が
出
て

い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

初
澤　

い
い
形
で
町
内
へ
の
帰
還
を

目
指
し
て
い
く
流
れ
に
な
っ
て
い
る

訳
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
か

ら
先
の
課
題
と
な
る
の
は
、
町
内
で

ど
う
い
う「
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
て

い
く
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

伊
澤　

私
た
ち
が
現
在
描
い
て
い
る

将
来
の
計
画
は
、
町
内
の
特
定
復
興

再
生
拠
点
区
域
内
に「
新
市
街
地
ゾ
ー

ン
」を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｊ
Ｒ

常
磐
線
・
双
葉
駅
西
側
の
エ
リ
ア
に

あ
り
、
利
便
性
の
よ
い
場
所
に
コ
ン
パ

ク
ト
な
町
を
作
っ
て
、
戻
っ
て
こ
ら
れ

る
住
民
の
方
に
は
そ
こ
に
ま
ず
住
ん

で
も
ら
お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
先

行
し
て
避
難
指
示
を
解
除
し
た
自

治
体
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
話
を
聞
く

と
、
戻
っ
て
き
た
の
は
嬉
し
い
が
、
住

ま
い
は
点
在
し
て
い
る
の
で
周
り
に
人

が
お
ら
ず
不
安
で
防
犯
上
も
危
険
と

い
っ
た
問
題
が
あ
り
、
最
後
に
避
難

指
示
解
除
す
る
町
と
し
て
は
、
住
民

の
皆
さ
ん
に
集
約
し
て
住
ん
で
も
ら

お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

初
澤　

そ
う
す
る
と
、
こ
の
ゾ
ー
ン
に

様
々
な
施
設
も
集
約
す
る
の
で
す
ね
。

伊
澤　

い
ま
集
合
住
宅
や
戸
建
て
住

宅
の
造
成
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
他
に
商
業
施
設
、
官
民
複
合

施
設
な
ど
を
は
じ
め
必
要
な
施
設
は

こ
こ
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
作
っ
て
い
く

計
画
で
す
。

初
澤　

戻
ら
れ
る
町
民
の
方
に
と
っ

て
関
心
の
高
い
医
療
に
つ
い
て
は
ど

う
で
す
か
？

に
避
難
者
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
と
町
単

独
の
力
で
は
な
か
な
か
行
き
届
か
な

い
点
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
？

伊
澤　

避
難
先
の
自
治
体
に
お
願
い

を
し
て
対
応
し
て
い
た
だ
く
、
そ
の

連
携
体
制
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

平成 年度（ 年度）の整備目標

双葉駅と自由通路の整備 復興シンボル軸（アクセス機能確保）（仮称）双葉ＩＣ

 
「双葉町・特定復興再生拠点区域復興再生計画」に関連する

主な事業

避難指示解除準備区域

計画に関連する
主な取組 

●まちなか交流拠点の再生
●営農再開に向けた取組
●公共・公益施設の再整備
●商業施設等の再整備
●生活道路、電気・通信の復旧
●上下水道の再整備
●空き地・空き家等の活用 等

計画期間 ～平成 年 月 

避難指示解除の目標 

平成 年度末頃まで
避難指示解除準備区域と駅周辺の一部区域の
避難指示解除による立入自由化 
平成 年春頃まで
特定拠点全域の避難指示解除による居住開始

避難指示解除から
５年後の居住人口目標 約 人 

 

平成 年度（ 年度）
以降、順次供用開始

中野の産業団地の整備

※写真はいずれもイメージです。

「新たな産業・雇用の場」の整備による
町への人の流れの創出

国交省 web 

県事業

双葉町・特定復興再生拠点区域復興再生計画の概要（平成 年 月 内閣総理大臣認定）
 

情報発信拠点の整備による復興に関する
情報発信と町内交流人口の拡大

「新たな産業・雇用の場」と連携した
「新たな生活の場」の確保・「既成市街地の再生」

平成 年春頃まで
双葉町への帰還開始を目指す

広域図（双葉町全域）

特定復興再生拠点区域 避難指示解除準備区域

帰還困難区域

特定復興再生拠点区域

交通インフラの整備と駅周辺等の先行的な
避難指示解除による往来環境の確保 駅周辺等の先行解除

ＪＲ常磐線
全線開通

特定拠点区域全域の
避難指示解除

平成 年度（ 年度）の整備目標

産業交流センター 復興祈念公園（一部）アーカイブ拠点施設

福島県 web 

県事業 県事業

平成 年度（ 年度）の整備目標

駅西の住宅団地の整備

東京オリンピック
パラリンピック

町事業

町事業

町事業

伊
澤　

震
災
前
に
町
に
あ
っ
た
厚
生

病
院
を
再
開
す
る
の
は
非
常
に
厳
し

い
と
思
い
ま
す
。し
か
し
住
民
は
戻
っ

て
き
ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
対

応
が
で
き
る
診
療
所
は
作
る
方
向
で

話
を
進
め
て
い
ま
す
。

初
澤　

人
が
戻
っ
て
き
た
ら
、
や
は

り
も
の
を
買
っ
た
り
、
食
べ
た
り
飲

ん
だ
り
す
る
商
業
施
設
が
ワ
ン
セ
ッ

ト
な
い
と
厳
し
い
で
す
よ
ね
。

伊
澤　

そ
の
通
り
で
す
が
、
商
業
施

設
は
営
利
目
的
で
す
か
ら
、
帰
還
す

る
住
民
の
方
が
ど
の
く
ら
い
い
る
か

に
よ
っ
て
、
商
売
が
成
り
立
つ
か
ど

う
か
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
を

ど
う
ク
リ
ア
す
る
か
が
、
今
後
の
課

題
で
す
。
た
だ
双
葉
町
は
最
後
の
避

難
指
示
解
除
の
町
な
の
で
、
先
行
し

て
帰
還
し
て
い
る
近
隣
の
自
治
体
に

買
い
物
に
行
く
こ
と
は
可
能
か
と
思

い
ま
す
。
移
動
手
段
の
課
題
は
残
り

ま
す
が
…
。

初
澤　

避
難
指
示
解
除
と
同
時
に
町

に
拠
点
を
オ
ー
プ
ン
す
る
と
い
う
の

は
難
し
い
で
す
か
？

伊
澤　

現
在
、
町
で
は
産
業
交
流
セ

ン
タ
ー
を
建
て
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
人
の
流
れ
を
生
み
、
県
内
の

特
産
品
や
飲
食
も
提
供
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。
人
に
来
て
も

ら
う
だ
け
で
な
く
、
お
金
を
使
っ
て

い
た
だ
く
仕
組
み
は
必
要
で
し
ょ
う
。

初
澤　

将
来
的
に
は
ど
の
く
ら
い
の

人
口
を
想
定
し
て
い
ま
す
か
？

伊
澤　

現
在
、
町
民
は
約
７
０
０
０

人
い
ま
す
が
、
避
難
指
示
解
除
か
ら

５
年
後
の
居
住
人
口
の
目
標
は
約

２
０
０
０
人
と
し
て
い
ま
す
。
い
ま

新
た
に「
中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
」

を
設
け
て
い
て
、
こ
こ
に
企
業
が
12

件
17
社（
令
和
2
年
2
月
19
日
現
在
）

と
立
地
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
も

と
も
と
の
町
民
で
は
な
く
新
た
に
町

で
働
く
人
た
ち
も
双
葉
町
民
に
な
っ

て
も
ら
う
取
り
組
み
で
す
。
産
業
拠

点
を
整
備
し
て
雇
用
を
ま
ず
確
立
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。
そ

う
い
っ
た
住
民
も
含
め
て
約
２
０
０
０

人
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

初
澤　

そ
れ
を
考
え
る
と
、
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
の
は
妥

当
で
す
ね
。

伊
澤　

い
ず
れ
は
住
み
た
い
と
こ
ろ

に
戻
る
に
し
て
も
、
最
初
は
申
し
訳

な
い
け
れ
ど
も
決
ま
っ
た
所
の
生
活

基
盤
を
整
備
し
て
、
そ
こ
に
住
ん
で

も
ら
お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

双葉町・特定復興再生計画の概要。この計画のスムーズな進行に、町民の帰還がかかっている。

2020年度完成予定
の産業交流センター
起工式
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置
い
て
お
き
、
将
来
的
に
町
の
復
興
状

況
が
進
み
、「
こ
れ
な
ら
ば
町
に
戻
っ

て
こ
ら
れ
る
」と
判
断
す
る
方
が
増
え

れ
ば
、
そ
の
時
点
で
町
内
で
の
学
校

再
開
に
舵
を
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

初
澤　

多
く
の
先
行
自
治
体
で
子
ど

も
の
数
が
減
っ
て
い
る
中
で
、
双
葉

町
の
学
校
に
通
う
子
ど
も
の
数
が
増

え
て
い
る
の
は
何
か
特
別
な
理
由
が

あ
る
の
で
す
か
？

伊
澤　

い
わ
き
市
錦
町
の
町
立
学
校

は
少
人
数
で
、
画
一
的
で
な
い
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
に
近
い
教
育
を
し
て
い
る

の
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
大
規
模

校
で
は
で
き
な
い
教
育
の
受
け
皿
に

な
っ
て
い
る
側
面
が
あ
り
、
教
育
関

係
の
方
が
結
構
視
察
に
来
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

初
澤　

し
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
す
ぐ
に
は
戻
っ
て
こ
な
い
と
な

る
と
、
戻
ら
れ
る
方
は
高
齢
の
方
が

中
心
に
な
り
ま
す
ね
。

伊
澤　

そ
の
通
り
で
す
。
そ
う
す
る

と
診
療
所
だ
け
で
な
く
デ
イ
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
な
ど
、
高
齢
者
特
有
の
施
設

も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
に

加
え
て
私
は
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
使
っ

た
緊
急
搬
送
の
体
制
づ
く
り
を
提
唱

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
隣
の
大
熊
町

で
の
病
院
の
再
開
が
実
現
し
た
時
に
、

そ
の
地
域
の
拠
点
病
院
に
早
く
搬
送

で
き
る
よ
う
な
交
通
の
利
便
性
を
高

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

初
澤　

つ
ま
り
広
域
的
な
協
力
が
必

要
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

伊
澤　

町
で
全
部
や
ろ
う
と
し
た
ら

せ
ん
が
、
私
は
そ
れ
で
充
分
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

初
澤　

そ
う
す
る
と
、
昔
の
双
葉
町

を
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
復
興
す
る
の

で
は
な
く
、
も
う
ま
っ
た
く
新
し
く

生
ま
れ
変
わ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

に
な
り
ま
す
ね
。

伊
澤　

も
ち
ろ
ん
一
方
で
は
残
さ
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
駅
の
西
側
に
関
し
て
は
ま
っ
た

く
新
し
く
作
り
替
え
る
の
が
大
部
分

に
な
り
ま
す
。

初
澤　

将
来
を
考
え
る
と
、
人
材
育

成
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
教
育
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
？

伊
澤　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

い
な
い
自
治
体
に
将
来
が
な
い
の
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
２
０
１
４
年

い
わ
き
市
錦
町
に
仮
設
校
舎
で
町
立

学
校
を
再
開
し
ま
し
た
。
幼
稚
園
・

小
学
校
・
中
学
校
が
併
設
の
学
校
で
、

ス
タ
ー
ト
は
11
名
で
し
た
。
今
は
50

名
程
と
な
り
、
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

初
澤　

先
行
し
て
避
難
指
示
解
除
を

し
た
自
治
体
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
ま
す
か
？

伊
澤　

先
行
自
治
体
で
は
、
学
校
は

再
開
し
て
い
ま
す
が
、
か
な
り
厳
し

い
状
況
の
よ
う
で
す
。
子
ど
も
た
ち

が
町
に
戻
っ
て
き
て
、
町
の
学
校
に

通
学
す
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な

く
て
、
町
に
は
住
ま
ず
他
市
町
村
か

ら
遠
距
離
通
学
し
て
い
る
方
が
実
数

と
し
て
多
い
の
で
す
。
双
葉
町
と
し

て
は
錦
町
の
仮
設
学
校
を
当
分
の
間

伊
澤　

ど
う
や
っ
て
町
を
存
続
さ
せ

る
か
と
い
う
と
、
私
た
ち
が
い
ろ
い

ろ
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
新
し
い
住
民
の
方
た
ち
に
来
て

も
ら
う
取
り
組
み
、
た
と
え
ば
農
業

の
再
生
に
し
て
も
、
い
ま
私
た
ち
は

こ
う
い
う
面
白
い
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
と
情
報
発
信
で
き
れ
ば
、
外

か
ら「
農
業
を
や
っ
て
も
い
い
」
と

考
え
る
人
が
集
ま
っ
て
く
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ア
イ
デ
ア
も
発
想

も
面
白
い
方
た
ち
に
、
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、

私
た
ち
が
考
え
て
い
た
も
の
と
は
違

う
ま
ち
づ
く
り
に
な
る
か
も
し
れ
ま

初
澤　

な
り
わ
い
の
復
興
も
課
題
に

な
る
か
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
農

業
の
再
開
に
つ
い
て
は
ま
だ
当
分
先

で
し
ょ
う
か
？

伊
澤　

現
在
は
、
戻
っ
て
き
て
農
業

を
再
開
す
る
と
い
う
意
向
の
方
は
非

常
に
少
な
い
で
す
。
こ
ち
ら
も
土
地

を
集
約
し
て
基
盤
整
備
を
徹
底
的
に

行
い
な
が
ら
、
耕
作
再
開
を
目
指
す

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

初
澤　

戻
っ
て
く
る
こ
と
も
重
要
で

す
が
、
新
し
い
も
の
を
誘
致
し
て
、

外
か
ら
新
し
い
人
が
入
っ
て
く
る
よ

う
な
取
り
組
み
も
、
ど
ん
ど
ん
進
め

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
ね
。

も
と
の
形
の
復
興
で
は
な
く
、ま
ち
が

生
ま
れ
変
わ
る
イ
メ
ー
ジ
の
取
り
組
み



7

た
ち
だ
け
で
考
え
る
よ
り
も
、
い
ろ

い
ろ
な
人
た
ち
に
協
力
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
様
々
な
方
向
性
が
出
て
く

る
だ
ろ
う
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
す
。

こ
れ
ま
で
福
島
大
学
に
は
、
先
生
や

学
生
さ
ん
か
ら
教
育
関
係
を
中
心
に

様
々
な
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
い
ろ
ん
な
分
野
で
関
わ
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
あ
り
が
た
い
と
思
い

ま
す
。

初
澤　

福
島
大
学
に
は
食
農
学
類
が

で
き
た
の
で
、
農
業
関
係
の
お
手
伝

い
も
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
澤　

先
日
、
福
島
大
学
を
訪
問
し

た
時
に
福
島
大
学
で
造
っ
た
お
酒
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
い
し
い
お
酒

で「
こ
う
い
う
面
白
い
取
り
組
み
も
し

て
い
る
の
だ
な
」と
感
じ
ま
し
た
。

初
澤　

そ
の
考
え
を
深
め
る
と
、
単

な
る
農
業
復
興
だ
け
で
な
く
、
ど
う

い
う
新
し
い
商
品
を
作
っ
て
い
く
か
、

ど
う
や
っ
て
売
っ
て
い
く
か
と
い
う

と
こ
ろ
に
ス
タ
ン
ス
を
広
げ
て
い
け

る
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

伊
澤　

目
新
し
い
も
の
も
い
い
で
す

が
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
も
の
で
も

農
業
の
６
次
化
に
よ
っ
て
売
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
農
業
の
６
次
化
を

ど
の
よ
う
に
成
功
さ
せ
る
か
、
売
れ

る
も
の
を
つ
く
ら
な
い
と
い
け
な
い

の
で
、
そ
の
辺
り
の
知
見
に
つ
い
て

ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い

で
す
。

初
澤　

そ
れ
と
高
齢
者
の
方
が
多
い

と
、
福
祉
面
の
課
題
に
つ
い
て
、
大

学
の
取
り
組
み
で
何
か
こ
う
い
う
協

力
が
得
ら
れ
れ
ば
、
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

伊
澤　

高
齢
者
の
ケ
ア
に
関
し
て
は

様
々
な
分
野
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

何
を
早
急
に
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
か
と
い
っ
た
こ
と
も
教
え
て
い
た

だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

初
澤　

福
島
大
学
で
は
、
現
在
、
東

日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館

の
整
備
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

施
設
が
交
流
人
口
の
拡
大
や
教
育
に

ど
う
結
び
付
け
て
い
く
か
に
つ
い
て

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
と

同
じ
よ
う
に
様
々
な
問
題
に
協
力
し

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
申

し
付
け
く
だ
さ
い
。

伊
澤　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

初
澤　

多
方
面
に
わ
た
っ
て
様
々
な

計
画
を
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
わ
け

で
す
ね
。

伊
澤　

他
の
町
と
差
別
化
を
し
て
特

色
を
打
ち
出
さ
な
い
と
魅
力
が
な
い
、

ほ
か
に
な
い
も
の
を
光
ら
せ
た
方
が

い
い
と
い
う
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

初
澤　

私
た
ち
福
島
大
学
で
は
様
々

な
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
双

葉
町
が
行
っ
て
い
る
様
々
な
こ
と
に

対
し
て
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
、
期

待
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

伊
澤　

福
島
大
学
は
福
島
県
に
優
秀

な
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
大
学
で
す

か
ら
、
私
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
に
も

関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た

い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
自
分

様
々
な
分
野
で
福
島
大
学
の
支
援
と

新
し
い
知
見
に
大
き
な
期
待

で
。
単
身
赴
任
の
方
も
増
え
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
寮
建
設
も
必
要
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
駅
近
く
に
人

を
住
む
場
所
を
整
備
し
て
い
る
の
は
、

移
動
手
段
の
足
が
な
い
高
齢
者
の
方

の
こ
と
を
考
え
て
の
こ
と
で
す
。
車

を
運
転
で
き
な
い
方
に
と
っ
て
Ｊ
Ｒ
は
、

も
の
す
ご
く
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
あ
と
は
エ
リ
ア
限
定
で
自
動
運

転
や
セ
グ
ウ
ェ
イ
の
よ
う
な
も
の
を
取

り
入
れ
る
な
ど
と
い
っ
た
構
想
は
持
っ

て
い
て
も
面
白
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

財
源
が
も
ち
ま
せ
ん
。
双
葉
郡
の
8

町
村
で
役
割
分
担
が
必
要
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

初
澤　

い
よ
い
よ
3
月
に
常
磐
線
が

全
線
復
旧
し
ま
す
が
、
常
磐
線
の
活

用
に
関
し
て
は
何
か
お
考
え
は
あ
り

ま
す
か
？

伊
澤　

町
に
住
民
の
方
に
戻
っ
て
き
て

も
ら
う
の
が
最
優
先
で
す
が
、
そ
れ

が
難
し
い
場
合
は
町
に
通
勤
と
い
う

形
も
当
面
は
あ
り
き
で
す
ね
。
幸
い

い
わ
き
市
か
ら
は
通
勤
圏
内
で
す
の
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成果による提言

福島大学
うつくしまふくしま
未来支援センター

Fukushima Future Center for Regional Revitalization

うつくしまふくしま未来支援センター

減災対策

コミュニティ再生

災害心理・ケア

物流・都市農村計画一次産業計画・
中小企業経営

自治体政策・社会福祉

まちづくりなど

産業復興計画

復興の担い手育成など

伝統・文化の保存

災害の記録・伝承など

8

センター概略

うつくしまふくしま未来支援センターは、３つの部門と相双地域支援サテライト
（楢葉町［本所］、川内村、南相馬市）を配置しています。
地域の復旧・復興に寄り添う「支援センター」として実践的な活動を展開しています。

Fukushima Future Center の FU と Regional Revitalization の RE から作られています。「フレ」
と呼び、「フレ ! フレ ! Fukushima」という意味が込められています。福島県は多重災害により様々
な問題を抱えていることからあえてシンプルなデザインにしました。F は緑色とし、県土の 70%
を占める“森林”を表しています。U は茶色とし、福島県の“豊かな大地”を表しています。R は
水色とし、福島県の“ほんとの空”、そして“水産資源が豊富な海”を表しています。E はピンク色
とし、福島県民、特に子どもたちの“未来、夢”を表しています。

（令和元年度）

FURE
うつくしまふくしま未来支援センター

帰
路
へ
の
希
望

つなぐ

福　島　大　学

企画・コーディネート部門

相双地域支援サテライト
（楢葉本所、川内分室、南相馬分室）

こども支援部門

地域復興支援部門

・産学官の連携、委託事業・寄附金等の
受け入れ

・県内・県外でのシンポジウムの開催
・各種イベントでの活動紹介　等

・地域復興支援
・教育環境整備支援
・産業振興支援　等

・「困り感」に寄り添った課題解決的支援
・「社会力」の育成を目指した教育支援
・地域教育力の向上を目指した
防災教育　等

・避難指示区域の自治体の
復興計画策定支援

・被災歴史資料の保全と活用支援
・コミュニティの再構築支援　等

地域住民

県市町村

諸団体

▪福島県　▪地方公共団体

▪アカデミア・コンソーシアムふくしま
　（福島県内19高等教育機関、自治体等）

▪各大学・研究機関等



センター組織図

各部門活動内容

　被災自治体の要望等を把握し、福島大学が有する人的・
知的資源とのコーディネートを行います。また、復興支援
活動における産学官の連携や国・被災自治体等からの事業
の受託、民間団体からの寄附金受入れ等を行います。さら
に、県内外でシンポジウムを開催するほか、各種イベントに
おいてＦＵＲＥの活動を紹介しています。

　被災により課題を抱えた子どもや保護者に対して、継続
性・専門性を生かしながらきめ細かな課題解決的支援を行
うため、「相談室ほっとルーム」や「学びの場ほっとルーム」
を開室します。また、将来を担う子どもたちの「社会力」の
育成を目指し、支援活動から得た「支援知」を生かしなが
ら「自分探しの旅に出かけよう」等の教育支援プログラムを
実施します。さらに、地域教育力の向上を目指し、被災に
よる「経験知」を活用しながら防災教育教材開発や防災教
育活動を行います。

　相双地域と大学とを繫ぐ現地の拠点として活動していま
す。地域再生を目指し、コミュニティ再生や教育環境の整
備など、住民に寄り添ったソフト面の支援を行います。ま
た大学が持つ知見を活用した農業再生支援や、住民と行政・
自治体間の連携促進に向けた取り組み等を行います。楢葉
町（本所）のほか、川内村、南相馬市に支所を有しています。

　避難指示区域自治体の復興計画策定や実現に向けての
支援、復興まちづくり事業の推進のための支援を行います。
また、有形文化財の保護活動や、文化財を活用したまちづ
くり、東日本大震災関連資料の収集・保存や活用に向けた
活動を行います。さらに、仮設住宅・災害公営住宅におけ
るコミュニティの構築についての調査研究を行うとともに、
福島県での教訓を教材とした防災教育の開発や発信を行い
ます。

9

地域復興支援部門こども支援部門

相双地域支援サテライト

企画・コーディネート部門

センター運営会議 センター員会議

地域連携課

副センター長

企画・コーディネート部門  ▶ P14 〜 P15 こども支援部門  ▶ P16 〜 P17

相双地域支援サテライト  地域復興支援部門  ▶ P18 〜 P19▶ P14 〜 P15

センター長

（令和元年度）
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10月24日表彰式／そうそう花プロジェクト

９月21日〜／さすけなぶるファシリテーター養成
講座 in 福島

9月10日／全国大学生活協同組合連合会
視察研修

８月20日／京都大学 iPS細胞研究所との
共催シンポジウム

７月 10日・11日／環境放射能除染学会
研究発表会

７月 12日〜／防災リーダー育成プログラム８月４日／東京大学にて「さすけなぶる」
体験講座を開催

う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
の

１
年
の
う
ご
き

う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
の

１
年
の
う
ご
き

10

［
３
月
］

○
こ
ど
も
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム「
自
分
探
し
の
旅
に
出
か
け

よ
う
」実
施（
19
日
～
22
日
）

［
７
月
］

○
第
11
回
福
島
県
内
大
学
等
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
連
絡
会

開
催（
３
日
）

○
環
境
放
射
能
除
染
学
会
研
究
発
表
会（
福
島
）出
展

（
10
日
・
11
日
）

○
第
３
回
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
講（
12
日

以
降
継
続
実
施
）

○
か
わ
う
ち
１
０
０
％
フ
ェ
ア（
川
内
村
産
の
農
産
物
販

売
）に
協
力（
24
日
）

○
コ
ー
プ
あ
い
ち
視
察
研
修
受
入（
31
日
）

［
８
月
］

○
東
京
大
学
に
て「
さ
す
け
な
ぶ
る
」体
験
講
座
を
開
催

（
４
日
）

○
熊
本
県「
防
災
教
育
講
習
会
」に
て「『
社
会
力
』の
育
成

を
目
指
し
た
防
災
教
育
」に
つ
い
て
講
演（
７
日
）

○
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
と
の
共
催
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム「
未
来
を
ひ
ら
く
科
学
の
可
能
性
～
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

研
究
者
が
語
る
夢
を
叶
え
る
力
～
」を
郡
山
市
で
開
催

（
20
日
）

［
９
月
］

○
全
国
大
学
生
活
協
同
組
合
連
合
会
視
察
研
修
受
入（
10
日
）

○
さ
す
け
な
ぶ
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座 

in 

福
島

開
催（
21
日
以
降
継
続
実
施［
全
３
ク
ー
ル
］）

［
10
月
］

○
令
和
元
年
東
日
本
台
風（
台
風
19
号
）が
日
本
上
陸（
12
日
）

○
学
生
団
体「
福
島
大
学
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

等
に
よ
る
被
災
地
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施

（
13
日
以
降
継
続
実
施
）

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
い
の
ち
の
水
」

と
連
携
し
、
被
災
地（
相
馬
市
）へ
飲
料
水（
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
５
０
０
０
本
）を
送
付（
18
日
）

２
０
１
９
年
度
の
う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
の
う
ご
き
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
お
伝
え
し
ま
す
。

2019



10月30日・31日／リーフふくしま２０１９ 10月24日表彰式／そうそう花プロジェクト

１月19日／相双地域支援サテライト共催
特別講演会３月１日／非常食づくり市民講座

１月25日／食育ワークショップ・
フードコンシャスネス講座

11月30日／防災リーダー育成プロジェクト

○
ぼ
う
さ
い
こ
く
た
い
２
０
１
９
＠
名
古
屋
出
展（
19
日
・

20
日
）

○「
そ
う
そ
う
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
活
動
が
第
29
回
全

国
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
努
力
賞
受

賞（
24
日
表
彰
式
）

○
ふ
く
し
ま
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
フ
ェ
ア（
リ
ー

フ
ふ
く
し
ま
２
０
１
９)

出
展（
30
日
・
31
日
）

［
11
月
］

○
さ
す
け
な
ぶ
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座
in
東
京

開
催（
２
日
以
降
継
続
実
施［
全
３
ク
ー
ル
］）

○
か
わ
う
ち
１
０
０
％
フ
ェ
ア（
川
内
村
産
の
農
産
物
販

売
）に
協
力（
７
日
）

○
令
和
元
年
東
日
本
台
風（
台
風
19
号
）に
よ
る
被
災
地

（
伊
達
市
）に
お
い
て
、
こ
ど
も
の
遊
び
支
援
を
宮
城
教

育
大
学
と
合
同
で
実
施（
９
日
）

○「
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
、
大
阪

府
・
熊
本
県
の
中
・
高
校
生
と
と
も
に
避
難
所
運
営
模

擬
体
験
を
実
施（
30
日
）

［
１
月
］

○
相
双
地
域
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト
共
催
特
別
講
演
会「
島
耕
作

か
ら
み
る
地
方
創
生
と
は
」を
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
開
催

（
19
日
）

○
相
双
地
域
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト
主
催「
食
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
・
フ
ー
ド
コ
ン
シ
ャ
ス
ネ
ス
講
座
」を
楢
葉
町
で
開
催

（
25
日
）

［
２
月
］

○
第
３
回
福
島
県
環
境
創
造
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
三
春
）出
展

（
２
日
）

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
ほ
ん
と
の
空
が
戻
る
日
ま
で
～
被
災
地

域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
～
」を
富
岡
町
で
開

催（
13
日
）

○
第
12
回
福
島
県
内
大
学
等
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
連
絡
会

開
催（
21
日
）

○
国
際
基
準
の
人
道
支
援
と
災
害
対
応
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
福
島
市
で
開
催（
28
日
）

［
３
月
］

○
ア
レ
ル
ギ
ー
に
も
配
慮
し
た
非
常
食
づ
く
り
市
民
講
座

を
福
島
市
で
開
催（
１
日
）

2020

11



12

うつくしまふくしま未来支援センター副センター長
兼任　地域復興支援部門長

菊地 芳朗
1965年宮城県仙台市生まれ。東北大学大学院文学研究科（博士課程前期）修了後、福島県立博物館学芸員として
勤務。2003年大阪大学大学院文学研究科（博士課程後期）修了。同年、福島大学行政社会学部（現：行政政策
学類）助教授に就任。2012年に教授となる。震災後は文化財レスキューに携わり、うつくしまふくしま未来支援
センター設立後は、被災文化財の救出・記録活動などを行なってきた。2018年4月より現職。

ふ
る
さ
と
の
復
興
・
再
生
へ

だ
か
ら

で
き
る
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も

�
�
う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
未
来
支
援

セ
ン
タ
ー
の
現
状
、
今
後
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

東
日
本
大
震
災
後
に
、
福
島
県
に

あ
る
唯
一
の
国
立
大
学
と
し
て
、
福

島
の
復
興
の
た
め
に
大
学
も
持
て
る

力
を
活
か
さ
な
け
れ
ば
と
考
え
で
き

た
組
織
が「
う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
未

来
支
援
セ
ン
タ
ー（
以
下
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
）」

で
す
。
各
学
類
や
教
員
の
専
門
分
野

を
活
か
し
な
が
ら
連
携
・
協
力
し
合

い
、
幅
広
い
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
は
設
立
当
初
、
５
年
程

度
の
限
ら
れ
た
期
間
の
組
織
と
し
て

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
丸
９
年

を
迎
え
ま
す
。
当
初
の
予
想
よ
り
も

長
く
続
い
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
が
学
内
外
で
評
価
さ
れ
て
い

て
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
対
す
る
期

待
も
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

福
島
の
復
興
・
再
生
が
進
む
と
と

も
に
、
農
・
環
境
復
興
支
援
部
門

の
機
能
が
２
０
１
９
年
４
月
に
設
置

さ
れ
た「
食
農
学
類
」に
移
る
な
ど
、

Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
と
し
て
の
人
員
は
年
々
縮

小
し
て
い
ま
す
が
、
復
興
を
支
援
す

る
必
要
が
決
し
て
な
く
な
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
大
学
に
求
め
ら
れ
る
支

援
の
意
義
、
必
要
性
は
失
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
住
民
自
身
や
行
政
が
で
き

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
大
学
の
専

門
的
知
見
に
た
っ
た
支
援
は
、
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

�
�
こ
れ
ま
で
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
が
果
た
し
て

き
た
役
割
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

震
災
か
ら
９
年
、
そ
の
役
割
は
ど
う
変

化
し
て
い
ま
す
か
？

　

私
が
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
の
副
セ
ン
タ
ー
長

に
就
任
し
た
２
０
１
８
年
以
降
は
、

イ
ン
フ
ラ
な
ど
形
あ
る
も
の
の
復
興

が
終
わ
り
つ
つ
あ
り
、
心
の
ケ
ア
、

震
災
で
得
た
経
験
や
教
訓
を
い
か
に

将
来
に
つ
な
げ
て
い
く
か
が
課
題
と

な
り
、
支
援
の
形
は
、
こ
れ
ま
で
と

は
違
う
ス
テ
ー
ジ
に
移
り
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
震
災
前
の
生
活
を
取

り
戻
す
緊
急
性
の
あ
る
支
援
が
必
要

だ
っ
た
震
災
後
１
～
２
年
と
は
大
き

く
異
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
が
変
化
し
、
よ
り

複
雑
化
し
て
き
て
い
る
課
題
が
あ
り

ま
す
。
多
様
化
し
な
が
ら
も
表
に
出

東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら
９
年
。

住
民
の
帰
還
に
向
け
た
動
き
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進
む
一
方
、

避
難
区
域
が
未
だ
残
り
、
月
日
の
経
過
と
と
も
に
様
々
な
問
題
が
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
復
興
へ
向
け
て
、
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

F
U
R
E

台風19号で被害を受けた本宮市歴史民俗資料館での
レスキュー活動
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だ
多
く
あ
り
ま
す
。
地
域
復
興
支
援

部
門
が
福
島
県
か
ら
委
託
を
受
け
収

集
し
て
き
た
資
料
が
、
双
葉
町
に
こ

の
夏
開
所
す
る「
東
日
本
大
震
災
・
原

子
力
災
害
伝
承
館（
以
下
伝
承
館
）」に

収
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
も
、
収
蔵
庫
に
眠

ら
せ
て
お
く
だ
け
で
は
宝
の
持
ち
腐

れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
展
示
、

研
究
、
研
修
な
ど
積
極
的
に
活
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
施
設
関
係
者
の

皆
さ
ん
に
は
望
み
た
い
で
す
ね
。

　

故
郷
へ
の
思
い
を
形
成
し
て
い
る
の

は
、
町
の
風
景
だ
っ
た
り
、
御
堂
に
あ

る
仏
像
だ
っ
た
り
、
境
内
の
鐘
だ
っ
た

り
、
地
域
の
祭
り
だ
っ
た
り
、
有
形

の
も
の
も
無
形
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

突
然
の
避
難
指
示
に
よ
り
散
り
散
り

と
な
り
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
町
民
の
皆
さ
ん
は
、
地
元
へ
の
思
い

を
結
び
と
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
と

思
う
の
で
、
残
す
こ
と
が
で
き
る
一
つ

で
も
多
く
の
地
域
資
料
や
文
化
財
を

伝
承
館
や
地
元
に
保
存
し
、
地
域
再

生
の
シ
ン
ボ
ル
に
す
る
お
手
伝
い
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
�
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
の
理
念
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
受
け
継
い

で
い
き
ま
す
か
？

　

縮
小
し
た
と
言
っ
て
も
、
Ｆ
Ｕ
Ｒ

Ｅ
の
ス
タ
ッ
フ
が
大
学
内
の
各
学
類

に
移
り
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
支

援
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
Ｆ
Ｕ

Ｒ
Ｅ
の
活
動
理
念
は
失
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
し
、
ス
タ
ッ
フ
数
も
大
学
全
体

と
し
て
考
え
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
大
き

く
減
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
学
外
に
転
出
さ
れ
客
員
研
究
員

と
な
っ
た
先
生
方
と
の
つ
な
が
り
も

あ
り
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使

し
て
、
十
分
な
復
興
支
援
の
在
り
方

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
、
関
東
、
甲
信
、
東

北
地
方
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
台
風
19
号
で
は
、
福
島
県
内
で
も

各
地
で
様
々
な
被
害
が
あ
り
ま
し

た
。
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
で
は
、
こ
の
時
本
宮
市
、

伊
達
市
、
宮
城
県
の
丸
森
町
な
ど
で

復
旧
の
た
め
の
支
援
活
動
を
行
っ
た

り
、
本
宮
市
立
民
俗
資
料
館
で
文
化

財
や
歴
史
資
料
の
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動

を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
後
に
起
こ
っ
た
熊

本
地
震
、
西
日
本
豪
雨
な
ど
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
大
規
模
な
災
害
は
、

残
念
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
な
く
な
る

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
災
害
時
に

支
援
活
動
を
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と

で
、
様
々
な
災
害
が
起
こ
っ
て
も
慌

て
る
こ
と
な
く
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
大
き
な
災
害
が
起

き
た
時
に
は
、
き
っ
と
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
が

お
役
に
立
て
る
と
思
い
ま
す
。

�
�
今
後
の
福
島
大
学
の
あ
る
べ
き
姿

に
つ
い
て
、
ど
う
お
考
え
で
す
か
？

　

福
島
大
学
に
は
、
復
興
に
役
立
ち

た
い
と
入
学
し
て
く
る
学
生
が
か
な

り
の
数
い
ま
す
。
し
か
し
震
災
か
ら

９
年
が
経
過
し
、
震
災
当
時
に
小
学

３
年
生
や
４
年
生
だ
っ
た
現
在
の
大

学
１
年
生
を
例
に
と
る
と
、
震
災
は

子
ど
も
の
頃
の
記
憶
と
し
て
残
っ
て

い
て
も
、
復
興
へ
の
思
い
を
持
ち
に

く
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
災
害
に
対
し
て

何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
ど
う
行
動

し
て
い
く
か
を
確
立
し
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

あ
と
５
年
も
経
つ
と
、
震
災
当
時

４
歳
、
５
歳
だ
っ
た
学
生
が
入
学
し

て
き
て
、
震
災
の
記
憶
は
ほ
と
ん
ど

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
東
日
本

大
震
災
の
教
訓
を
ど
う
伝
え
て
い
く

か
、
過
去
の
出
来
事
で
は
な
く
、
将

来
に
向
か
っ
て
ど
う
活
か
し
て
い
く

か
が
、
い
ま
福
島
大
学
に
求
め
ら
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

福
島
大
学
の
基
盤
教
育
科
目
で
あ

る「
災
害
復
興
支
援
学
」は
、
Ｆ
Ｕ
Ｒ

Ｅ
の
復
興
支
援
活
動
か
ら
得
た
知
見

を
通
し
て
、
東
日
本
大
震
災
・
原
発

事
故
の
影
響
や
復
興
の
現
状
・
課
題

や
復
興
支
援
の
実
際
を
学
ぶ
講
義
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
履
修
登
録
者
は
延

べ
１
４
０
０
名
を
超
え
て
お
り
、
こ

の
学
び
を
ベ
ー
ス
に
、
各
学
類
で
災

害
、
避
難
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
の
学
び
を
深
め
ら
れ
る
の
が
福
島

大
学
の
特
色
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
福
大
で
学
ん
だ
た
く
さ
ん
の
学

生
た
ち
が
、
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
の
活
動
や
経

験
を
受
け
継
ぎ
、
実
社
会
で
活
か
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
震
災
と
い
う
逆

境
を
バ
ネ
に
は
ば
た
い
て
い
っ
た
卒

業
生
、
主
体
的
に
学
ぶ
現
役
の
福
大

生
た
ち
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

に
く
く
な
っ
て
い
る
ニ
ー
ズ
を
す
く

い
上
げ
、
必
要
な
支
援
や
提
言
を
し

て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
役
目
で
す
。

　

当
初
か
ら
変
わ
ら
な
い
ス
タ
ン
ス

は「
被
災
者
・
被
災
地
に
寄
り
添
う
支

援
活
動
」で
す
。
で
き
る
だ
け
同
じ
目

線
で
、
お
互
い
の
異
な
る
考
え
や
意

見
を
認
め
合
う
こ
と
が
第
一
歩
だ
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
に
寄
り
添
う
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
で
あ

り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
�
菊
地
先
生
が
関
わ
っ
て
き
た
被
災

資
料
の
保
存
活
動
は
、
震
災
当
初
か
ら

現
在
ま
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
ま

す
か
？

　

震
災
直
後
か
ら
、
被
災
し
た
歴
史

資
料
や
文
化
財
を
保
存
し
て
残
す
の

が
中
心
で
、
県
内
各
地
で
保
存
活
動

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
も
避
難
区
域
が
残

る
双
葉
町
、
大
熊
町
で
は
、
住
民
の

帰
還
が
な
か
な
か
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
文
化
財
を
残

す
と
し
て
も
、
ど
の
よ
う
に
戻
し
て

地
域
の
た
め
に
活
か
し
て
い
く
か
が

問
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
文
化

財
は
住
民
の
た
め
に
使
わ
れ
て
こ
そ

の
も
の
で
す
。
住
民
が
い
な
い
の
に

文
化
財
だ
け
戻
っ
て
も
、
そ
の
意
味

は
薄
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
避
難
指
示
が
出
さ
れ
て

か
ら
９
年
間
も
時
が
止
ま
っ
て
い
る

双
葉
町
、
大
熊
町
は
、
レ
ス
キ
ュ
ー

活
動
が
必
要
な
被
災
資
料
が
ま
だ
ま

災害復興支援学の授業風景
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企
画
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
部
門

　

ま
ず
地
域
復
興
支
援
の
主
な
活
動

は
、「
ふ
た
ば
の
明
日
を
考
え
る
会
」

の
開
催
と「
そ
う
そ
う
リ
ボ
ー
ン
ツ

ア
ー
」の
実
施
で
す
。「
ふ
た
ば
の
明

日
を
考
え
る
会
」で
は
、
双
葉
地
域
役

場
の
若
手
職
員
に
よ
る
意
見
交
換
会

の
場
を
月
に
一
度
設
け
て
、
町
村
の

枠
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
ぶ

と
と
も
に
、
将
来
の
双
葉
地
域
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で

に
計
50
回
ほ
ど
開
催
し
て
お
り
、
意

見
交
換
以
外
に
も
役
場
の
職
員
だ
か

ら
こ
そ
分
か
る
よ
う
な
コ
ア
な
情
報

を
掲
載
し
た「
ふ
た
ば
ぐ
る
ぐ
る
マ
ッ

プ
」と
い
う
観
光
マ
ッ
プ
を
年
に
１
回

発
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た「
ふ
た
ば
の

武
隈
地
域
に
お
け
る
山
の
生
活
や
生

業
の
再
生
に
向
け
た
実
践
的
研
究
」で

す
。
田
村
市
都
路
町
に
お
い
て
、
山

の
資
源
に
依
拠
し
た
生
活
や
生
業
へ

の
原
発
事
故
の
影
響
を
調
査
し
ま
し

た
。
２
つ
め
は「
川
俣
町
山
木
屋
お
よ

び
そ
の
周
辺
地
域
を
対
象
と
し
た
農

業
・
食
品
加
工
に
よ
る
復
興
活
動
」で

す
。
寄
付
金
で
購
入
し
た
機
器
を
用

い
て
温
室
の
生
育
環
境
デ
ー
タ
の
測

定
を
行
う
な
ど
、
農
業
復
興
の
促
進

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
３
つ
め

は「
福
島
の
母
た
ち
・
若
者
た
ち
の
心

か
ら
の
声
を
発
信
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」で
、
原
発
事
故
を
経
験
し
た
福
島

県
で
子
育
て
し
て
き
た
母
親
た
ち
の

声
や
若
者
の
声
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
し
て
全
国
に
発
信
し
、
原
発
事
故

に
よ
る
心
理
的
影
響
を
考
察
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
含
め
、
21
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積

さ
れ
た
復
興
知
を
活
用
し
た
学
生
教

育
や
被
災
地
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

�
今
年
で
８
年
目
と
な
る
相
双
地

域
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト
で
す
が
、
現
在

の
状
況
や
役
割
に
何
か
変
化
は
あ
り

ま
す
か
。

　

２
０
１
２
年
、
川
内
村
に
初
め
て

サ
テ
ラ
イ
ト
を
設
置
し
て
か
ら
、
復

興
の
歩
み
と
と
も
に
そ
の
都
度
体
制

を
変
え
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
楢
葉

町
に
本
所
を
、
川
内
村
と
南
相
馬
市

に
は
分
室
を
置
き
、
こ
れ
か
ら
避
難

指
示
解
除
と
な
る
地
域
へ
の
支
援
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
計
10
名
の
ス

タ
ッ
フ
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
被
災

地
に
常
駐
し
て
地
域
の
課
題
や
ニ
ー

ズ
を
掘
り
起
こ
す
と
と
も
に
、
大
学

と
い
う
中
立
的
な
立
場
を
活
か
し
て
、

町
村
の
枠
を
超
え
た
連
携
・
交
流
の

推
進
や
行
政
と
住
民
と
の
間
を
つ
な

ぐ
、
つ
な
ぎ
役
と
し
て
の
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
つ

も
り
で
す
。

�
サ
テ
ラ
イ
ト
で
は
地
域
復
興

支
援
・
教
育
環
境
整
備
・
産
業
復
興

支
援
・
情
報
発
信
と
４
つ
の
柱
で
支

援
を
展
開
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
の

内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
学
が
持
つ
知
識
や
知
見
を
活
か
し
、

つ
な
ぎ
役
と
し
て
の
責
務
を
担
っ
て
い
き
た
い
。

�
企
画
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
部
門

の
役
割
と
主
な
活
動
内
容
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

企
画
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
部
門
は
、

学
内
外
の
他
組
織
と
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
を
結

ぶ
ハ
ブ
的
な
役
割
、
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
内
の

各
部
門
を
結
ぶ
潤
滑
油
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

の
活
動
や
福
島
の
今
を
発
信
す
る
た

め
、
展
示
会
へ
の
出
展
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
外
部
資
金
の
受
け
入
れ
も

行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
Ｙａ
ｈｏｏ
！

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
に
よ
る「
Ｓｅａｒｃ
ｈ 

ｆｏ

ｒ 

３
．11
検
索
は
応
援
に
な
る
」寄
付

金
を
受
領
し
ま
し
た
。
こ
の
寄
付
金

を
活
用
し
て
、
地
域
の
復
興
や
教
育

の
活
性
の
た
め
の
研
究
や
調
査
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
に
加
え
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地

の
復
興
を
支
援
す
る
現
地
拠
点
と
し

て
相
双
地
域
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト
を
楢

葉
町
等
に
設
置
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

�
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の

寄
付
金
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
研
究
・
調
査
を
行
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

Ｙ
ａ
ｈｏｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
寄
付

金
で
は
、
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
と
学
内
５
学
類

の
教
員
に
よ
っ
て
、
多
数
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
中
で
も
主

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
次
の
３
つ

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
１
つ
め
は「
阿

1952年兵庫県生まれ。京都大学理学研
究科化学専攻博士後期課程途中退学。
2012年に福島大学うつくしまふくしま未
来支援センター特任教授を経て、2013年
から現職。

うつくしまふくしま未来支援センター
企画・コーディネート部門
相双地域支援サテライト長
特任教授

仲井康通

福島県環境創造シンポジウムに出展
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交
流
・
関
係
人
口
拡
大
を
考
え
る
会
」

を
開
催
し
、
ど
う
す
れ
ば
県
外
か
ら

人
を
呼
び
込
め
る
か
、
関
係
人
口
を

増
や
せ
る
か
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
そ
う
そ
う
リ
ボ
ー
ン
ツ
ア
ー
」は
、

首
都
圏
の
大
手
企
業
や
省
庁
職
員
な

ど
を
対
象
に
実
施
し
て
お
り
、
農
家

の
お
手
伝
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、

地
域
の
現
状
や
課
題
を
把
握
す
る
体

験
ツ
ア
ー
、
住
民
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
高
齢
者
等
の
生
き
が
い
づ

く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
を

目
指
し
て
、
富
岡
町
を
中
心
に「
そ
う

そ
う
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
花
壇
に
み
ん
な
で

花
を
植
え
、
参
加
者
同
士
の
親
睦
を

図
る
活
動
で
す
。
10
月
に
は「
全
国
花

の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
」に
応
募

し
、
努
力
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

次
に
教
育
環
境
整
備
と
し
て
は
、

体力向上のためのワークショップ

時計組立教室の様子

高齢者等の生きがいづくり支援「そうそう花プロジェクト」

「ふたばの明日を考える会」の討議から生まれた特別講演会
「島耕作からみる地方創生とは」

被
災
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

し
た
学
習
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
長
期
の
避
難
生
活
や

度
重
な
る
転
校
に
よ
っ
て
、
学
習
に

不
安
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
学
習

支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
英
語

や
数
学
な
ど
の
学
校
で
習
う
も
の
で

は
な
く
、
実
体
験
を
通
し
て
、
学
ぶ

楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

様
々
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
時
計
組
立
教
室
、
音
楽

に
合
わ
せ
て
自
由
に
身
体
を
動
か

し
心
と
身
体
を
解
放
す
る
身
体
表
現

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

産
業
復
興
支
援
に
つ
い
て
は
、
昨

年
実
施
し
た
農
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
基
に
、
座
談
会
を
開
催
す
る
等
、

現
場
と
専
門
家
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て

の
活
動
や
、
鳥
獣
害
の
被
害
状
況
調

査
報
告
等
を
行
っ
て
各
種
機
関
の
研

究
補
助
活
動
に
携
わ
り
、
農
業
再
生

に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
つ
め
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、

被
災
地
域
の
市
町
村
の
目
新
し
い
取

り
組
み
を
紹
介
す
る「
相
双
の
風
」と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
年
に
４
回

制
作
・
発
行
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で

は
被
災
地
域
を
中
心
に
配
布
し
て
い

ま
し
た
が
、
も
っ
と
広
く
地
域
の
現

状
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
来
年
度

か
ら
は
県
内
57
市
町
村
へ
配
布
を
考

え
て
い
ま
す
。

�
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
踏
ま
え
て
、

今
後
の
目
標
や
活
動
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
の
本
来
の
目
的
は
、

地
域
が
抱
え
て
い
る
課
題
や
ニ
ー
ズ
に

対
し
て
、
大
学
が
も
つ
人
材
や
知
見

を
通
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
こ

と
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
は
サ
テ
ラ
イ
ト
が
主
体
と
な
っ

て
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
は
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
中
で

得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
活
か
し
て
、

地
域
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
取
り
組

み
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
と
い
う
の
も
、
地
域
住
民
が

必
要
と
す
る
も
の
が
実
現
し
て
初
め

て
復
興
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
し
、
地
域
の
人
た
ち
が
自

ら
の
意
思
と
手
で
つ
く
り
あ
げ
る
こ

と
が
本
当
の
復
興
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
大
熊
町
や
双
葉
町
も
避

難
指
示
が
順
次
解
除
さ
れ
、
帰
還
が

始
ま
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
ハ
ー
ド

面
で
支
援
が
必
要
に
な
る
こ
れ
ら
の

地
域
と
、
広
野
町
や
川
内
村
の
よ
う

に
あ
る
程
度
復
興
が
進
ん
で
い
る
地

域
に
分
か
れ
て
き
ま
す
。
復
興
が
進

ん
で
い
る
地
域
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
回
復
や
生
き
が
い
づ
く
り
、
少
子

高
齢
化
対
策
な
ど
新
た
な
地
域
づ
く

り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
よ
う
な
ソ

フ
ト
面
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

国
や
県
と
は
違
っ
て
、
大
学
と
し

て
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
大
学
に
は
様
々
な
知
見
を

持
っ
た
多
数
の
教
員
が
い
ま
す
の
で
、

そ
う
し
た
知
見
を
活
用
し
て
、
教
員

と
地
域
と
を
結
ぶ
窓
口
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
な
が
ら
、
今
後
も
被
災

地
域
の
復
興
支
援
に
携
わ
っ
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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企
画
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
部
門

こ
ど
も
支
援
部
門

目
指
す
の
は
、子
ど
も
た
ち
が
自
分
を
理
解
し
、

自
分
な
り
の
方
法
で
生
き
て
い
く「
社
会
力
」の
育
成
。

�
震
災
か
ら
９
年
、
子
ど
も
や
若

者
に
対
す
る
支
援
は
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
き
ま
し
た
か
。

森　

２
０
１
１
年
４
月
、
被
災
し
た

子
ど
も
と
若
者
た
ち
を
支
援
す
る「
こ

ど
も
・
若
者
支
援
部
門
」と
し
て
始

ま
っ
た
当
部
門
は
、
時
間
と
と
も
に

変
化
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
課
題

に
応
じ
て
、
学
生
が
主
体
と
な
っ
て

避
難
所
を
訪
問
す
る「
子
ど
も
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」や
、
仮
設
住
宅
な
ど

で
暮
ら
す
子
ど
も
を
大
学
に
招
待
し
、

学
生
ス
タ
ッ
フ
と
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
す
る「
土
曜
こ
ど
も
キ
ャ
ン
パ
ス
」、

若
者
の
た
め
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー「
若
者

キ
ャ
リ
ア
キ
ャ
ン
パ
ス
カ
フ
ェ
」な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

支
援
の
基
本
に
は
、
初
期
か
ら
ず
っ

と
変
わ
ら
な
い
３
つ
の
要
素
が
あ
り

ま
す
。
第
一
に「
継
続
性
」。
一
過

性
の
イ
ベ
ン
ト
的
な
支
援
で
は
な
く
、

長
期
的
な
視
点
で
の
支
援
で
す
。
第

二
に「
個
別
性
」。
子
ど
も
た
ち
の
抱

え
る
課
題
は
多
岐
に
わ
た
り
、
多
様

化
し
て
い
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
た
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
最
後
に「
専
門
性
」。
大
学
な

ら
で
は
の
教
育
的
な
基
盤
に
基
づ
い

た
支
援
で
す
。

　

私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、

こ
れ
か
ら
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の「
社
会
力
」の
育
成
で
す
。
社
会

力
と
は
、
自
分
が
ど
う
い
う
人
間
な

の
か
理
解
し
て
、
社
会
と
関
わ
る
自

分
な
り
の
方
法
を
見
つ
け
、
生
き
て

い
く
力
。
自
分
か
ら
前
に
出
て
周
囲

を
率
い
て
い
く
の
も
良
い
し
、
縁
の

下
の
力
持
ち
で
も
良
い
。
自
分
ら
し

く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
た

ち
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
こ
れ
ま
で
に
得
た「
支
援

知
」を
生
か
し
な
が
ら
、
大
き
く
２
つ

の
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。「
困

り
感
」を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
の
課
題

解
決
に
取
り
組
む「
ほ
っ
と
ル
ー
ム
」

と
、
防
災
を
学
び
な
が
ら「
社
会
力
」

を
養
う「
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
」で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
を
取
り

巻
く
学
校
・
地
域
・
家
庭
の
教
育
力

向
上
を
目
的
と
し
て
、
教
員
向
け
の

研
修
や
、
運
動
を
通
し
て
親
子
の
関

係
を
深
め
る「
親
子
関
係
づ
く
り
プ
ロ

グ
ラ
ム
」も
行
っ
て
い
ま
す
。

�
子
ど
も
や
保
護
者
の
抱
え
る

「
困
り
感
」の
解
消
を
目
指
す「
ほ
っ

と
ル
ー
ム
」の
、
現
在
の
活
動
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

本
多　

開
設
当
初
は
子
ど
も
た
ち
の

心
の
ケ
ア
を
目
的
と
し
て
、
自
己
肯

定
感
の
向
上
を
目
指
し
た
居
場
所
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
支
援
が

長
期
化
す
る
中
で
、
進
学
を
希
望
す

る
子
ど
も
も
増
え
て
き
た
た
め
、
学

習
支
援
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在

1948年岡山県生まれ。東京教育大学体育学研究
科修了。同年、福島大学着任。専門は体育哲学・
体育科教育学で、子どもの体力向上に取り組む。

1962年大阪府生まれ。福島大学附属小学校に勤
務中、少人数支援室「ほっとルーム」を開室。子ど
もが抱える「困り感」への課題解決的支援を行う。

1978年生まれ。金融機関勤務の後、福島県の教
育旅行誘致や地域づくりに取り組む。2015年度
から「防災リーダー育成プログラム」に携わる。

人間発達文化学類　特任教授

森　知高
特任教授

本多　環
特任研究員

関根文恵

防災の技能を学び、社会力を育む「防災リーダー育成プログラム」

写真左より、森 知高特任教授、本多 環特任教授、関根文恵特任研究員
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子
ど
も
た
ち
の
自
己
肯
定
感
を
育
み
、

「
自
分
も
社
会
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
実
感
」
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

�
防
災
を
学
び
な
が
ら
社
会
力
を

育
む
「
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

関
根　

防
災
の
知
識
や
技
術
を
習
得

し
、
社
会
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、

被
災
地
見
学
、
災
害
対
応
キ
ャ
ン

プ
、
避
難
所
運
営
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
を
行
い
、
ま
と
め
の
段
階
と
し

て
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
に
向
け
て
発

信
す
る
地
域
で
の
協
働
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
中
・
高
校
生
を
対
象

に
、
今
年
度
は
福
島
だ
け
で
な
く
熊

本
、
大
阪
か
ら
も
参
加
し
、
交
流
し

な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　

地
域
で
の
協
働
活
動
で
は
、
防
災

に
つ
い
て
学
べ
る
小
学
生
向
け
の
冊

子
づ
く
り
や
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
参
加
方
法
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
づ
く
り
、
地
区
住
民
を
対
象

と
し
た
防
災
教
室
の
開
催
な
ど
、
内

容
も
方
法
も
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
出

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
自
身
の
体
験

知
や
活
動
の
中
で
得
た
自
分
な
り
の

学
び
が
生
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
自
分
で
考
え
る
機
会
を
多
く

設
け
て
い
ま
す
。
学
年
を
問
わ
ず
意

見
を
出
し
合
い
な
が
ら
課
題
解
決
の

方
法
を
探
り
、
失
敗
か
ら
新
た
な
気

づ
き
を
得
て
、「
次
は
こ
う
し
て
み
よ

う
」と
よ
り
よ
い
方
法
を
見
つ
け
て
い

く
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

防
災
に
必
要
な
こ
と
は
災
害
時
の

対
応
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど

も
た
ち
は
活
動
を
通
し
て
自
分
を
見

つ
め
直
し
、
普
段
か
ら
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
参
加
者
の
中
に
は「
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
が
し
た
い
」と
、
自
分

の
将
来
の
夢
を
見
つ
け
る
子
も
い
ま
す
。

�
今
後
の
課
題
や
、
こ
れ
か
ら
の

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

森　

震
災
当
時
の
子
ど
も
た
ち
は
若

者
へ
と
成
長
し
て
い
ま
す
が
、
震
災

に
よ
っ
て
活
動
が
制
限
さ
れ
、
挑
戦

と
失
敗
と
い
う
体
験
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
る「
困
り
感
」も
表

出
し
て
き
て
お
り
、
支
援
対
象
者
の

年
齢
の
幅
は
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
隠
れ
た「
困
り
感
」も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
必
要
な
の
は
、
継
続
性
・
個

別
性
・
専
門
性
と
い
う
３
つ
の
柱
を

守
り
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
に
寄
り

添
っ
た
き
め
細
か
な
支
援
を
続
け
て

い
く
こ
と
。
そ
し
て
、
活
動
か
ら
得

ら
れ
た
知
識
と
経
験
で
あ
る「
支
援

知
」を
蓄
積
・
研
究
し
、
次
代
へ
と
受

け
継
い
で
い
く
た
め
に
、
県
や
自
治

体
と
広
く
つ
な
が
り
を
持
ち
、
発
信

し
て
い
く
こ
と
が
、
大
学
と
し
て
の

責
務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

は
約
20
名
の
不
登
校
・
登
校
し
ぶ
り

の
小
・
中
・
高
校
生
が
通
い
、
学
生

ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
様
々
な
活
動
や

学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
室
で
は
震
災
以
降
、
年
々
相

談
件
数
が
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、

一
昨
年
よ
り
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
今

年
度
は
６
０
０
件
以
上
の
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
特

徴
と
し
て
、
子
ど
も
や
保
護
者
が
長

期
間
ス
ト
レ
ス
や
不
安
を
抱
え
続
け

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
９
年
が
経
過
し
た

今
に
な
っ
て
も「
困
り
感
」を
抱
え
続

け
て
い
た
り
、
新
た
な「
困
り
感
」を

抱
え
た
り
と
い
う
状
況
が
見
ら
れ
ま

す
。
震
災
後
に
出
産
し
た
世
代
が
子

育
て
に
悩
み
を
抱
え
る
と
い
っ
た
新

た
な
課
題
も
現
れ
て
い
ま
す
。

　

相
談
活
動
を
続
け
る
中
で
、「
生
き

る
意
欲
」を
低
下
さ
せ
、
な
か
な
か
動

き
出
そ
う
と
し
な
い
子
ど
も
が
増
え

て
き
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
始
め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

が「
自
分
探
し
の
旅
に
出
か
け
よ
う
」

で
す
。

　

３
泊
４
日
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
貧
困

地
域
を
訪
れ
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち

と
交
流
し
た
り
海
外
の
学
生
た
ち
と

活
動
し
た
り
す
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
が
、
活
動
に
よ
り
参
加
者
の

驚
く
ほ
ど
の
成
長
が
見
ら
れ
ま
す
。

「
貧
し
く
て
も
幸
せ
に
生
き
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
」「
現
地
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
活
動
す
る
人
に
な
り
た
い
」

な
ど
、
新
た
な
価
値
観
や
自
己
目
標

を
見
つ
け
、「
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
進
学
し
た
い
か
ら
学
校
に
通
う
」な

ど
、
自
分
が
今
や
る
べ
き
こ
と
を
自

分
で
考
え
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
帰
国
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
ら
し
く
社
会
に
関
わ
る
こ
と

の
で
き
る
子
ど
も
を
育
成
す
る
た
め
、

今
後
も「
困
り
感
」
を
抱
え
て
い
る

ダンボールベッドを作り、避難所の生活を体験

災害対応キャンプでは、持ち寄った非常食を使い昼食づくりに挑戦

学生スタッフが学習支援を行う「ほっとルーム」の
学習支援室

フィリピンの子どもたちとの交流プログラム「自分探しの旅に
出かけよう」
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を
理
解
し
、
想
定
外
の
事
態
に
も
対

応
で
き
る
柔
軟
な
視
点
を
身
に
つ
け

て
も
ら
う
た
め
に
作
ら
れ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
型
防
災
教
育
ツ
ー
ル
が「
さ

す
け
な
ぶ
る
」で
す
。

　

今
年
度
は
こ
の
ツ
ー
ル
を
使
い
、

福
島
と
東
京
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
だ
け
で
な
く
、
熊
本
地
震
、

西
日
本
豪
雨
な
ど
大
災
害
の
避
難
所

で
実
際
に
起
き
た
事
例
を
元
に
、
よ

り
良
い
解
決
方
法
を
見
出
す
考
え
方

を
学
ぶ
も
の
で
、
知
識
や
技
術
面
だ

け
で
な
く
、
支
援
者
と
し
て
大
切
に

し
て
ほ
し
い
価
値
観
や
マ
イ
ン
ド
を

身
に
着
け
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
か
れ
ま
し
た
。

支
援
活
動
の
中
で
得
た
知
見
を
伝
え
る
人
材
の
育
成
と

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
で
、
地
域
の
未
来
を
考
え
る
。

�
地
域
復
興
支
援
部
門
が
震
災

以
降
取
り
組
ん
で
き
た
、
主
な
テ
ー

マ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
被
災
者
・
被
災
地
の
復
興
と
人
の

絆
を
サ
ポ
ー
ト
」「
歴
史
・
民
俗
・
自

然
史
等
の
資
料
等
の
保
存
・
活
用
」「
被

害
自
治
体
政
策
支
援
／
被
災
者
生
活

再
建
支
援
」の
３
つ
を
テ
ー
マ
に
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
震
災
か
ら

9
年
が
経
過
し
、
支
援
内
容
も
そ
れ

を
必
要
と
す
る
人
の
状
況
に
合
わ
せ

て
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
で
は
研
究
者
の
専
門
性

を
活
か
し
な
が
ら
活
動
が
で
き
る
の

で
、
最
初
の
1
・
2
年
は
、
ど
う
い

う
支
援
が
大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る

の
か
を
探
っ
て
き
ま
し
た
。
少
し
ず

つ
各
地
域
の
復
興
計
画
が
決
ま
り
、

実
施
計
画
が
で
き
て
か
ら
は
、
私
た

ち
が
そ
れ
を
ど
う
い
う
形
で
組
み
立

て
て
い
け
ば
い
い
か
と
い
う
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
福
島

で
は
、
非
常
に
広
域
で
か
つ
長
期
的

な
避
難
が
続
い
て
い
て
、
避
難
先
を

拠
点
に
新
た
な
生
活
を
始
め
た
人
と
、

現
地
に
帰
還
す
る
人
が
い
る
─
─
。

ど
ち
ら
が
よ
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、

双
方
の
意
志
を
尊
重
し
て
い
か
な
け

れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。
ど
う
い
っ
た

形
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
な
が
ら
新
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
作
っ
て
い
け

る
の
か
、
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
の
専
門
性
を
活

か
し
な
が
ら
活
動
し
て
き
た
の
が
特

徴
で
、
そ
れ
は
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

�
特
徴
的
な
取
り
組
み
の
一
つ

に
挙
げ
ら
れ
る
、
避
難
所
運
営
を
学

ぶ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
教
材

「
さ
す
け
な
ぶ
る
」は
、〝
作
る
〟か
ら

〝
使
う
〟に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。

　

震
災
で
は
多
く
の
避
難
所
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
が
、
運
営
し
て
い
く
た

め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
く
、
運
営
ス

タ
ッ
フ
の
経
験
を
活
用
し
な
が
ら

個
々
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
教
訓
を
活
か
し
て
、
広
域
災
害

時
に
避
難
所
で
起
こ
る〝
リ
ア
ル
〟

1979年千葉県松戸市生まれ。首都大学
東京都市環境学部で教員として勤務後、
2012年3月福島大学うつくしまふくしま
未来支援センター着任。2013年4月より
現職。

地域復興支援部門　副部門長
経済経営学類　准教授

吉田　樹
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地
域
復
興
支
援
部
門

「災害の教訓を伝える人になろう！」をテーマに開かれた、ファシリテーター養成講座

養成講座の参加者からは「たくさんの気づき、学び、そして思い出を得るこ
とができました」「災害時にも大切な考え方を備える。テクニックを学ぶの
もあるけども、何よりも大事に丁寧に伝えてくれているのは、根底にある考
え方や本質でした」などの感想が出た
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る
の
は
難
し
い
の
で
、
拠
点
ご
と
に

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
人
材
を
育
て
、

そ
の
人
が
地
域
に
伝
え
、
活
用
で
き

る
よ
う
に
、
今
後
も
人
材
育
成
は
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

�
科
学
研
究
費
助
成
事
業（
基
盤

研
究
Ｓ
）で
は
、
震
災
復
興
学
に
つ

い
て
研
究
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
を
引
き
継
ぐ
形
で
行
わ
れ
て
い
る

新
た
な
研
究
は
、
ど
う
い
っ
た
も
の

で
し
ょ
う
か
。

　

２
０
１
３
年
に
始
ま
っ
た
基
盤
研
究

Ｓ
で
は
、
4
つ
の
チ
ー
ム
に
よ
る
研
究
で

震
災
復
興
学
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ

の
中
で
得
た
知
見
を「
福
島
復
興
学
」、

「
Ｒｅ
ｂｕ
ｉ
ｌ
ｄ
ｉｎｇ 

Ｆｕ
ｋｕｓ
ｈ
ｉ

ｍａ
」、「
Ｕｎｒａｖｅ
ｌ
ｌ
ｉｎｇ 

ｔ
ｈｅ 

Ｆｕ
ｋｕｓ
ｈ
ｉｍａ 

Ｄ
ｉｓａｓ
ｔｅｒ
」
の

三
つ
の
図
書
に
ま
と
め
、
国
内
外
に

発
信
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
か
ら
新
た
に
始
ま
っ

た
基
盤
研
究
Ａ「
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

を
基
盤
と
す
る
複
合
型
災
害
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
日
本
国
モ
デ
ル
事

業
」で
は
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
震
災
記
録
の
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
東

日
本
大
震
災
の
よ
う
な
複
合
型
災
害

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
日
本
版
を

構
築
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
を
、

２
０
２
２
年
3
月
ま
で
行
い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
で
は
、「
Ｂｕ
ｉ
ｌ
ｄ 

Ｂａ

ｃ
ｋ 

Ｂｅ
ｔ
ｔｅｒ（
よ
り
良
い
復
興
）」

を
核
と
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
復
旧

復
興
と
い
う
言
葉
に
は
、
元
に
戻
す

と
い
う
印
象
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

災
害
前
と
全
く
同
じ
姿
に
戻
す
の
で

は
、
地
域
の
抱
え
る
課
題
を
解
決
し

た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
震
災
に

よ
り
高
齢
化
・
過
疎
化
な
ど
、
も
と

も
と
地
域
に
あ
っ
た
問
題
が
顕
在

化
さ
れ
た
こ
と
で
、
災
害
が
起
こ
っ

て
か
ら
復
興
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、

起
こ
っ
た
場
面
を
想
定
し
な
が
ら
具

体
的
に
地
域
を
ど
う
デ
ザ
イ
ン
し
て

い
く
の
か
、
そ
の
先
の
地
域
を
ど
う

支
援
し
て
い
く
か
と
い
う
リ
ス
ク
を

折
り
込
ん
で
考
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
こ

れ
ま
で
の
支
援
知
や
経
験
を
活
か
し

て
一
つ
の
モ
デ
ル
に
で
き
な
い
か
研

究
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
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自
然
災
害
が
頻
発
し
様
々
な
リ
ス

ク
が
高
ま
る
中
で
、
私
た
ち
が
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た「
支
援
知
」を
、
外

に
対
し
て
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
災
害
は

起
こ
っ
て
ほ
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

次
の
災
害
時
に
活
か
せ
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
作
り
を
し
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
し
、
福
島
で
こ
れ
ま
で
起
こ
っ

て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
改
め
て
記
録

を
見
つ
め
直
し
、伝
え
る
と
い
う
、「
復

興
支
援
知
」を
活
か
し
て
他
に
広
げ
て

い
く
フ
ェ
ー
ズ
に
移
っ
て
き
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

　

支
援
知
は
、
経
験
を
積
み
重
ね
て

バ
ー
ジ
ョ
ン
を
上
げ
、
次
の
災
害
が

起
こ
っ
た
時
で
も
支
援
が
滞
り
な
く

で
き
る
よ
う
役
立
て
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
が
全
て
を
伝
え

■「日本国モデル」構築
（次年度以降の取組みに向けて）

資料：Next Kiban（2017）。作図：髙木  亨（2017）
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自治体の復興計画策定に関する支援も行ってきた

南相馬市で現在も運行されている「おでかけシャトル便」

�
南
相
馬
市
で
行
っ
て
き
た
一
時

帰
宅
交
通
支
援
事
業
も
、
新
た
な
節

目
を
迎
え
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　

２
０
１
２
年
10
月
か
ら
南
相
馬
市

に
お
け
る
一
時
帰
宅
交
通
支
援
事
業

と
し
て
、
小
高
区
を
中
心
と
し
た
ジ
ャ

ン
ボ
タ
ク
シ
ー
運
行
の
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
避
難
指
示
区
域
解
除

後
は
、
小
高
区
と
原
町
区
を
結
ぶ
市

民
の
暮
ら
し
の
足
と
し
て
運
行
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
3
月
末
で
仮

設
住
宅
の
供
与
が
終
了
し
た
の
に
合

わ
せ
、
現
在
の
運
営
は
南
相
馬
市
に

移
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
3
月
に
は
常
磐
線
が
全
線
再

開
通
し
ま
し
た
が
、
生
活
交
通
に
対

す
る
需
要
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。「
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
支
援
を
」と
い
い
ま
す
が
、

そ
れ
が
誰
か
ら
の
声
な
の
か
に
よ
っ

て
内
容
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
福
島

に
は
、
震
災
か
ら
9
年
経
っ
て
も
解

決
し
な
い
問
題
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
震
災
直
後
の
緊

急
性
の
高
い
も
の
、
原
発
地
域
独
自

の
も
の
か
ら
、
他
の
地
域
で
も
起
こ

り
得
る
、
過
疎
地
域
や
中
山
間
地
域

が
抱
え
る
典
型
的
な
課
題
ま
で
あ
り
、

特
別
な
支
援
か
ら
、
普
段
の
生
活
の

支
援
を
重
視
す
る
フ
ェ
ー
ズ
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

福
島
大
学
の
強
み
は
、
ス
タ
ッ
フ
が

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
動
し
て
い
て
、

よ
り
広
い
視
点
で
物
事
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。
福
大
を
転
出
し
て

も
何
ら
か
の
形
で
支
援
に
関
わ
る
人

も
い
て
、
そ
れ
ら
を
束
ね
、
お
互
い
の

活
動
を
共
有
す
る
場
づ
く
り
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
と
い
う

形
は
一
区
切
り
を
迎
え
ま
す
が
、
だ

か
ら
こ
そ
こ
う
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
構
築
が
一
層
必
要
に
な
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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集
め
た
震
災
関
連
資
料
が
地
域
の
未
来
に
役
立
つ
よ
う
に
。

�
�
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
チ
ー
ム
設
立
の

経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

柳
沼
　
地
域
復
興
支
援
部
門
で
は
、

も
と
も
と
被
災
地
に
取
り
残
さ
れ
た

文
化
財
の
救
出
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
２
０
１
６
年
に
は
救

出
し
た
文
化
財
を
地
域
再
生
に
役
立

て
よ
う
と
い
う
活
動
を
始
め
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
、
福
島
県
が
東
日

本
大
震
災
と
そ
れ
に
伴
う
原
発
事
故

の
経
験
を
伝
承
・
研
究
し
、
そ
の
教

訓
を
後
世
に
伝
え
る
ア
ー
カ
イ
ブ
拠

点
施
設「
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力

災
害
伝
承
館
」を
２
０
２
０
年
に
双

葉
町
に
開
館
す
る
こ
と
を
決
定
。
福

島
大
学
が
、
そ
の
施
設
に
保
管
す
る

震
災
関
連
資
料
を
収
集
す
る
業
務
を

受
託
し
、
私
ど
も
の
部
門
の
中
に
、

２
０
１
７
年
4
月
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

�
�
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
チ
ー
ム
の
活
動

内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

柳
沼　

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
チ
ー
ム
で
は
、

原
子
力
災
害
に
関
す
る
資
料
を
中
心

に
、
震
災
前
の
暮
ら
し
を
示
す
資
料

や
地
震
・
津
波
に
関
す
る
資
料
、
復

興
過
程
や
風
評
被
害
に
関
す
る
も
の

な
ど
、
幅
広
く
収
集
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
今
ま
で
県
や
各
市

町
村
な
ど
が
個
別
に
収
集
し
て
い
た

の
で
、
チ
ー
ム
発
足
後
は
こ
れ
ら
の

関
係
機
関
と
連
携
し
、
調
査
・
収
集

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
県
で
は
生
涯

学
習
課
が
各
課
に
対
し
て
震
災
資
料

所
有
調
査
を
す
で
に
行
っ
て
い
た
の

で
、
そ
れ
を
も
と
に
収
集
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
し
、
県
の
協
力
に

よ
り
実
施
し
た
大
熊
町
の
県
立
大
野

病
院
や
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
で
の

調
査
や
収
集
も
大
き
な
成
果
を
得
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
チ
ー
ム
の
個
々
の
ス
タ
ッ

フ
が
そ
の
専
門
性
に
よ
り
築
い
て
き

た
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
生
か
し
て
収
集

に
あ
た
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
公
的
機
関
だ
け
で
な
く
一

般
の
被
災
者
が
お
持
ち
の
震
災
関
連

資
料
も
重
要
と
考
え
、
そ
れ
ら
を
募

1956年郡山市生まれ。福島大学大学院地域政策科学研
究科修士課程修了。（公財）郡山市文化・学び振興公社
文化財調査研究センターを経て、2016年4月から現職。

1981年北海道生まれ。法政大学大学院社会学研究科
社会学専攻博士後期課程修了。2017年4月から現職。

特任教授

柳沼賢治

特任助教

深谷直弘
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地
域
復
興
支
援
部
門
（
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
チ
ー
ム
）

インターバルカメラやドローンによる撮影。復興の過程や
震災時の様子を記録することも重要な活動のひとつだ

アーカイブズチームの皆さん。（写真左より）特任専門員の桑折美雪さん・根本美佳さん、
柳沼特任教授、深谷特任助教、特任専門員の梅津彩音さん
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門
が
皆
バ
ラ
バ
ラ
で
集
め
る
視
点
も

様
々
な
の
で
、
逆
に
幅
広
い
資
料
集

め
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
資
料
が
あ
れ
ば
、
様
々
な

分
野
の
研
究
に
展
開
で
き
ま
す
し
、

今
後
、
調
査
・
研
究
す
る
多
方
面
の

方
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
た
と
え
必
要
な
資
料
が
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
ど
こ
に
行
け
ば
見
つ

か
る
か
見
当
が
つ
け
ら
れ
る
、
そ
ん

な
資
料
集
め
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

�
�
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
チ
ー
ム
の
活
動

の
意
義
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

柳
沼
　
原
発
事
故
は
不
幸
な
出
来
事

で
し
た
が
、
こ
の
災
害
が
原
子
力
災

害
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
長
期
間
資
料

が
損
な
わ
れ
な
い
ま
ま
残
っ
て
い
た

も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は

そ
れ
ら
を
収
集
す
る
こ
と
で
、
ど
ん

な
資
料
を
ど
ん
な
風
に
集
め
た
ら
良

い
の
か
と
い
う
ノ
ウ
ハ
ウ
も
得
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
り
今
後
、
ど
こ
か
で

災
害
が
起
こ
り
、
か
つ
復
興
を
す
ぐ

に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

事
態
が
起
こ
っ
た
時
に
、
優
先
的
に

ど
の
資
料
を
集
め
、
後
世
に
残
せ
ば

よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
示
す
助
け

と
な
り
ま
す
。
今
回
の
活
動
が
、
災

害
資
料
の
調
査
・
収
集
の
際
の
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
の
一
つ
に
な
っ
た
と
い
う

意
義
は
大
き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

今
後
、
私
た
ち
が
収
集
し
た
資
料

は「
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝

承
館
」の
収
蔵
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
ど
の
よ
う
に
展
示
さ
れ
て
い
く
の

か
は
協
議
が
待
た
れ
ま
す
が
、
オ
ー

プ
ン
時
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
的
な

展
示
や
調
査
に
も
利
用
で
き
る
資
料

を
集
め
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
そ
れ

が
、
復
興
支
援
や
地
域
貢
献
に
つ
な

が
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
の「
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災

害
伝
承
館
」の
活
動
や
そ
れ
に
よ
っ
て

皆
さ
ん
の
生
活
が
ど
う
変
わ
っ
て
い

く
か
に
よ
っ
て
判
明
し
て
い
く
こ
と

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
3
年
間

の
取
り
組
み
で
得
た
経
験
や
情
報
は

多
く
、
個
人
的
に
は
こ
れ
を
還
元
し

な
い
の
は
社
会
に
対
し
て
失
礼
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

深
谷
　
そ
う
で
す
ね
。
私
も
資
料
の

収
集
で
浜
通
り
地
域
に
足
を
運
ん
だ

り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
被
災

者
の
方
の
思
い
を
直
接
聞
い
た
り
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
子
力
災
害
の

現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
、
こ
の
災
害

は
一
体
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
を
考
え
続
け
た
3
年
間
で
し
た
。

地
域
社
会
の
再
生
産
が
断
絶
し
、
地

域
の
未
来
が
奪
わ
れ
た
こ
の
原
子
力

災
害
と
い
う
も
の
を
自
分
の
言
葉
で

語
れ
る
よ
う
に
、
今
後
も
研
究
を
重

ね
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

モノなどの資料は大きさなどを測り写真に収めたのち、
データベースに登録する
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る
た
め
の
チ
ラ
シ
10
万
枚
を
作
成
し
、

浜
通
り
地
域
の
全
戸
と
県
内
の
公
民

館
・
役
所
・
文
化
施
設
な
ど
に
配
布

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
モ
ノ
を
収
集

す
る
だ
け
で
な
く
、
震
災
当
時
の
様

子
や
復
興
過
程
の
映
像
や
写
真
、
証

言
な
ど
を
資
料
と
し
て
残
す
た
め
、

記
録
映
像
を
作
成
し
た
り
実
際
に
足

を
運
ん
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
な
ど

の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

深
谷
　
集
め
た
資
料
は
保
全
の
た
め

の
処
理
を
施
す
と
と
も
に
、
整
理
し

て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
ま
す
。
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
は
誰
が
検
索
し
て
も
資
料

に
た
ど
り
着
け
る
よ
う
に
、
所
在
を

明
記
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

誰
が
提
供
し
て
く
れ
た
ど
の
よ
う
な

資
料
な
の
か
、
詳
し
い
説
明
も
付
記

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま

で
収
集
し
た
資
料
は
約
20
万
点
に
の

ぼ
り
ま
す
。
事
業
委
託
契
約
期
間
は

3
年
間
で
す
が
、
原
子
力
災
害
が
続

い
て
い
る
以
上
、
今
後
も
資
料
が
途

切
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

収
集
・
保
全
活
動
は「
東
日
本
大
震
災
・

原
子
力
災
害
伝
承
館
」に
引
き
継
が
れ
、

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
行
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

�
�
資
料
を
収
集
す
る
上
で
留
意
し

た
点
は
あ
り
ま
す
か
？

深
谷
　
こ
の
資
料
に
ど
の
よ
う
な
価

値
づ
け
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と

を
常
に
念
頭
に
お
い
て
収
集
し
ま
し

た
。
資
料
同
士
の
バ
ラ
ン
ス
や
関
連

性
な
ど
も
考
え
ま
し
た
。
た
だ
、
原

子
力
災
害
は
ま
だ
収
束
し
て
お
ら
ず

価
値
基
準
が
定
ま
っ
て
い
な
い
中
で

資
料
を
集
め
る
こ
と
の
難
し
さ
は
感

じ
て
い
ま
し
た
。

柳
沼
　
そ
れ
は
あ
り
ま
し
た
ね
。
た

だ
、
私
は
考
古
学
、
深
谷
先
生
は
社

会
学
と
い
う
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ
の
専

21

避難所となった体育館での資料収集の様子。
当時の様子が生々しく残る

震災関連資料を周知するのも大事な活動のひとつ。
写真は「ふくしま・アーカイブフォーラム」での展示の様子

楢葉北小学校5年2組教室での資料収集の様子。
小学校はこの後、解体された
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京都大学iPS細胞研究所との共催シンポジウムを開催

シンポジウム「ほんとの空が戻る日まで」を
富岡町で開催

「防災推進国民大会2019・名古屋」に出展

　８月20日（火）、京都大学iPS細胞研究所との共催で、中高生および一
般の方を対象としたシンポジウム「未来をひらく科学の可能性～ iPS細胞
研究者が語る夢を叶える力～」をけんしん郡山文化センターで開催しまし
た。会場となったホールは約700名の参加者でいっぱいになりました。
　講演では、ノーベル生理学・医学賞を受賞されている山中伸弥所長から

「Vision & Work hard ～夢を叶える力」と題し、自身が研究者になるまで
の道のりや、研究における困難を乗り越えた経験などが語られました。
　講演に続き行われたトークセッションでは、FUREの本多環特任教授
がモデレーターを務め、中・高校生等４名の登壇者が山中所長に質問する
形で行われましたが、モチベーションの保ち方や研究者の仕事、将来の夢
などの質問に対する回答に参加者は興味深く耳を傾けていました。

　２月13日（木）、富岡町文化交流センター 学びの森で「ほん
との空が戻る日まで～被災地域におけるコミュニティの再生
～」をテーマにシンポジウムを開催し104名の参加がありました。
　新潟県中越地方において中越地震からの地域の復興に取り
組んでおられる（公社）中越防災安全推進機構 稲垣文彦統括
本部長から「住民自らが取り組むコミュニティの再生」をテー
マにお話をいただいた後、FURE初澤センター長をモデレー
ターにパネルディスカッションを行いました。
　はじめに川内村遠藤村長、双葉地方町村会秋元常務理事を
はじめパネリストの方から現在の取り組みや今後の方向、課
題などについてお話しいただき、ディスカッションでは「被災
地域におけるコミュニティの再生」について意見交換しまし
た。
　復興が進む一方、なお多くの課題を抱える被災地域におい
て、コミュニティの再生に向けてこれからどのように取り組めば
よいのか、参加者の方も含め実りある議論が行われました。

　10月19日（土）～ 20日（日）、名古屋市で開催された「防災
推進国民大会2019」に福島大学うつくしまふくしま未来支援
センターとして出展しました。
　全国から209団体の参加がありましたが、本学からは「福島
から発信する防災教育」をテーマに、「県内の中・高校生を対
象に実施している防災キャンプなど防災教育への取り組み」
と「福島での教訓をもとに作成した防災教育教材《さすけな
ぶる》による避難所運営」の２件の展示を行いました。
　地震、水害などの災害が頻発していることもあり関心が高
く、会場は来場者で満杯になりました。本学のブースにも多
くの方がお見えになり、福島大学の取り組みについて熱心に
質問されていました。

ＴＯＰＩＣＳ

うつくしまふくしま未来支援センター員名簿
令和 2年 1月 31日作成

所　属　・　職　名 氏　名

センター長 人間発達文化学類教授 初 澤 　 敏 生

副センター長・地域復興支援部門長 行政政策学類教授 菊 地 　 芳 朗

センター長アドバイザー 客員教授 山 川 　 充 夫

企画・コーディネート部門

部門長・共生システム理工学類教授 山 口 　 克 彦

副部門長・行政政策学類教授 坂 本 　 　 恵

相双地域支援サテライト長・特任教授 仲 井 　 康 通

事業コーディネーター 葛 西 　 裕 美

食農学類支援室長 山 崎 　 　 裕

共生システム理工学類特任教授 河 津 　 賢 澄

こども支援部門

部門長・人間発達文化学類特任教授 森 　 　 知 高

副部門長・人間発達文化学類准教授 保 木 井　 哲 史

特任教授 本 多 　 　 環

特任研究員 関 根 　 文 恵

客員研究員 須 佐 　 朋 恵

地域復興支援部門

副部門長・経済経営学類准教授 吉 田 　 　 樹

特任教授 天 野 　 和 彦

特任教授 柳 沼 　 賢 治

特任助教 深 谷 　 直 弘

特任専門員 桑 折 　 美 雪

特任専門員 梅 津 　 彩 音

特任専門員 根 本 　 美 佳

人間発達文化学類准教授 小 松 　 賢 司

行政政策学類教授 鈴 木 　 典 夫

行政政策学類教授 阿 部 　 浩 一

行政政策学類准教授 清 水 　 晶 紀

行政政策学類准教授 徳 竹 　 　 剛

共生システム理工学類教授 黒 沢 　 高 秀

共生システム理工学類教授 佐 藤 　 理 夫

共生システム理工学類准教授 川 﨑 　 興 太

食農学類研究員 北 村 　 育 美

客員教授 間 野 　 　 博

客員教授 三 村 　 　 悟

客員教授 佐 藤 　 彰 彦

客員教授 藤 本 　 典 嗣

客員准教授 髙 木 　 　 亨

客員准教授 瀬 戸 　 真 之

客員研究員 堀 川 　 直 子

客員研究員 大 平 　 佳 男

客員研究員 斎 藤 　 喜 章

客員研究員（さすけなぶる） 稲 垣 　 文 彦

客員研究員（さすけなぶる） 大 槻 　 知 史

客員研究員（さすけなぶる） 定 池 　 祐 季

客員研究員（さすけなぶる） 原 田 　 慎

客員研究員（さすけなぶる） 三 澤 　 寿 美

客員研究員（さすけなぶる） 三 平 　 洵

客員研究員（さすけなぶる） 吉 田　 ま り 子

客員研究員（さすけなぶる） 李 　 　 仁 鉄

相双地域支援サテライト

特任専門員（企画・連携担当） 山 田 　 敦 代

特任専門員（楢葉本所） 島 崎 　 延 雄

特任専門員（楢葉本所） 三 枝 　 和 代

特任専門員（楢葉本所） 谷 　 　 信 孝

特任専門員（楢葉本所） 坂 地　 麻 美 子

特任専門員（楢葉本所） 大 島　 遊 亀 慶

特任専門員（楢葉本所） 黒 田 　 夏 貴

特任専門員（川内分室） 岡 田 　 和 男

特任専門員（南相馬分室） 西 　 　 康 一

特任専門員（南相馬分室） 佐 藤 　 倫 子

事務 （地域連携課）

課長 渡 辺 　 能 仁

副課長 渡 邉 　 弘 利

センター員 丹 治　 留 実 子
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「まちが生まれ変わる復興」への
　　　　　　取り組みに大きな期待
うつくしまふくしま未来支援センター長　

初澤 敏生 　　　
双葉町長　伊澤 史朗　　　

うつくしまふくしま未来支援センターの紹介

うつくしまふくしま未来支援センターの１年のうごき
 
ふるさとの復興・再生へ
ＦＵＲＥだからできることをこれからも
うつくしまふくしま未来支援センター　
副センター長（兼 地域復興支援部門長）

菊地 芳朗（行政政策学類教授）
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こども支援部門長　森 　知高（人間発達文化学類特任教授）

こども支援部門　　本多 　環（特任教授）

こども支援部門　　関根 文恵（特任研究員）

地域復興支援部門
地域復興支援部門 副部門長

吉田　 樹（経済経営学類准教授）

地域復興支援部門（アーカイブズチーム）
地域復興支援部門　柳沼 賢治（特任教授）

地域復興支援部門　深谷 直弘（特任助教）
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震災・原発事故から９年目を迎えて

　東日本大震災と福島第一原発事故から丸９年が過ぎま
したが、今も約４万１千人の福島県民が県内外で避難生
活を余儀なくされています。
　双葉郡を中心とした被災地域では、昨年４月10日に、
福島第一原発の立地する大熊町の一部で避難指示が解
除され、双葉町についても、３月４日に一部区域の避難
指示が解除されるなど、着実に復興の歩みは進んでい
ます。しかし、すでに避難解除された自治体においても、
住民の帰還は思うように進まず、避難市町村の帰還率
が全体で約 28％にとどまっています。また、帰還した住
民は高齢者が多く、若者が少ないという共通の傾向が見
られ、コミュニティの再生が非常に大きな課題となってい
ます。
　こうした状況の中で、福島大学の「うつくしまふくしま
未来支援センター（FURE）」の支援活動は、被災地の復
旧・復興に大きく貢献してきました。農・環境復興支援
部門での営農再開の支援、農産物等の風評被害対策へ
の取り組み、地域復興支援部門での被災自治体の復興
計画・街づくり計画の策定、被災歴史資料のレスキュー
とアーカイブ活動、こども支援部門での子どものダメージ
の克服と自立への支援等が行われ、さらに「相双地域
支援サテライト」では支援員を増員し、支援活動を拡充
してきました。なお、農・環境復興支援部門の機能は、
2019 年４月に設置した食農学類に引き継がれ、食と農
の復興に取り組んでおります。
　東日本大震災と福島第一原発事故からいよいよ10 年
目に入ります。福島大学は、これまで FUREが行ってき
た活動によって得られた支援知を共有し、熊本や北海道
の大地震、西日本豪雨災害、そして令和元年台風 19 号
災害でも行ったような、被災者・被災地域に寄り添った
支援活動を進めるとともに、その支援知を様々な形で地
域の皆様に還元し、尽力してまいります。

2020年３月  
福島大学長  中井 勝己
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令和 2年 1月 31日作成
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特任教授 柳 沼 　 賢 治

特任助教 深 谷 　 直 弘

特任専門員 桑 折 　 美 雪

特任専門員 梅 津 　 彩 音

特任専門員 根 本 　 美 佳

人間発達文化学類准教授 小 松 　 賢 司

行政政策学類教授 鈴 木 　 典 夫

行政政策学類教授 阿 部 　 浩 一

行政政策学類准教授 清 水 　 晶 紀

行政政策学類准教授 徳 竹 　 　 剛

共生システム理工学類教授 黒 沢 　 高 秀

共生システム理工学類教授 佐 藤 　 理 夫

共生システム理工学類准教授 川 﨑 　 興 太

食農学類研究員 北 村 　 育 美

客員教授 間 野 　 　 博

客員教授 三 村 　 　 悟
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客員研究員（さすけなぶる） 稲 垣 　 文 彦

客員研究員（さすけなぶる） 大 槻 　 知 史
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検索

検索

うつくしまふくしま未来支援センター
ホームページ　https://fure.net.fukushima-u.ac.jp/

お問合せ先
〒 960-1296　福島市金谷川１番地
TEL.024-504-2865　FAX.024-548-5244
メールアドレス　fure@adb.fukushima-u.ac.jp

福島大学
ホームページ　https://www.fukushima-u.ac.jp/

お問合せ先

福島大学 総務課（広報担当）
〒 960-1296　福島市金谷川１番地
TEL.024-548-5190　FAX.024-548-3180
メールアドレス　kouho@adb.fukushima-u.ac.jp
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題字：「共に生きる」の書が福島大学へ

　「愛にはじまる」や「天使の正体」の著者として知られ、ダウン症の書家である
金澤翔子さんが福島県の被災地の方々への一助にしたいと筆をとった「共に生きる」
の書が、縁あって福島大学に寄贈されました。
　復興に懸ける福島県民をはじめ大学関係者への励ましやエールになればという
思いを込めて揮毫していただいた作品です。「みんなが一緒に頑張れるように」
との翔子さんの意向が込められています。多くのみなさんに見てもらえるよう、
共通講義棟（Ｓ棟）の入口に掲出させていただきました。

「いつもみなさんのことを思っています。」
書によせて　─金澤 翔子・泰子─

　2011 年 3 月の震災直後、まだ余震が続く不安な毎日の中で、テレビのニュースに、
冷たい雪がしんしんと降り積もる被災地が映し出されていました。翔子はそれを
見て「地震を止めて！」「雪を止めて！」とお願いの電話をかけようとしました…
どこにかけるとも、わからないのに。そして、「私が助けてあげるから！」とテレビ
に映るその場所へ本気で出かけようとしました…どこに行けばいいかも、わから
ないのに。ただ、ひたすらに、まっすぐに、被災地の皆さんのことを思っていました。
　すぐに側には行けないけれど、せめて想いだけでも、寄り添っていることを
伝えたい…。そんな気持ちを込めて書き上げたのが「共に生きる」です。翔子や
私たちの想いが、少しでも皆さまに届くことを祈っています。


